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例言

1.本書は、株式会社日昭興産が予定している住宅建設工事にともなって実施した客坊山遺跡群
第3次調査の調査報告書である。

2.本書の執筆と編集は中西がおこなった。

3.現地における遺構写真は中西が撮影した。

4現地での土色および土器の色調は、農林省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩
研究所監修の F新版標準土色帖』に準拠した。
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I 調査に至る経過
客坊山遺跡群は、東大阪市客坊‖げに所在する古墳時代から室町時代に至る複合遺跡である。

本遺跡群からは、これまでの分布・測量調査や採集遺物、昭和62・ 63年度に実施している第

1・ 2次発掘調査によって古墳時代前期の前方後円墳 1基、古墳時代後期の横穴式石室を内部主

体とする円墳 17基からなる客坊山古墳群・平安時代後期頃の寺院跡である客坊廃寺 (法性

寺 )、 客坊城跡に関連すると推定されている石垣建物跡・穴倉、瓦・樽仏・石製品
・金属製

品・銭貨などの遺物を検出している。

従来、調査地点周辺は、客坊山古墳群・客坊廃寺の推定地とされてきた。しかしながら前

述したような最近の発掘調査結果から本調査地点周辺には、古墳・寺院跡 '城弥などの様々

な性格の遺構が存在するものと推測できるようになった。したがって、今回の発掘調査から

従来から呼称されている客坊山古墳群・客坊廃寺・客坊城址の総称として客坊山遺跡群とよ

ぶことにする。

昭和63年度、日昭興産株式会社は本遺跡の第2次発掘調査地点に隣接する客坊町に住宅建設

を計融Fした。建設予定地が、客坊山遺跡群の推定範囲内のほぼ中央にあり、第2次発掘調査地

点に近接することから、建設工事に先立って東大阪市教育委員会が平成元年1月 10日 に予定地

内の4ケ所で試掘調査を実施したところ、No3お よびNol地点で中世の良好な遺物包含層を

/.′ ri‐ f、 :ヽ
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図1 調査地点位置図
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確認した。試掘調査結果を受けて両者間で協議を重ねたところ、住宅建設によって現況が大

きく変更されることが十分に予測されるため、建設予定地の全域を発掘調査し記録保存する

こととなった。

発掘調査の目的は、第 1・ 2次発掘調査で検出している中世の遺構群の拡がりとその性格

を明確にし、これまでに推定されている内容を再検討すると共に、さらにその下層に埋没し

ている古墳の有無を確認することである。

発掘調査は、株式会社日昭興産からの委託をうけた財団法人東大阪市文化財協会が平成元

年 4月 14日 から調査をFテF尋始し、平成 2年 1月 25日 まで現地調査を実施した。

Ⅱ 位置と環境
客坊山遺跡群は、生駒山西麓の標高220m～ 75mの土石流段丘上に立地している。

まず当遺跡群の周辺に所在する諸遺跡の概要について時代ごとに記述する。本遺跡群の周

辺部のうち、標高75m以上を測る地点では、現在までのところ旧石器時代から弥生時代の遺

跡は確認されていない。しかし、客坊山遺跡第 2次発掘調査で縄文時代後期の土器や石斧が

出土していることや本遺跡群の南の尾根上に位置する山畑遺跡から縄文時代早期の土器が採

集されており、本遺跡群周辺に縄文時代の遺跡の存在することも十分考えられる。

縄文時代の遣跡には、本遺跡群の南西の扇状地末端部、標高約20m付近に立地する縄文時

代中～晩期の竪穴住居・石組炉などを検出している縄手遺跡がある。

本遺跡群周辺に位置する弥生時代の遺跡には、縄手遺跡・山畑遺跡・皿池遺跡がある。縄

手遺跡では、縄文時代晩期末ごろの長原式上器と弥生時代前期第。様式の中段階の土器が共

写真 1

調査前風景
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存する遺物包含層や中期頃の土壊墓を確認している。山畑遺跡は、標高60～ 100mの 高所に占

地する中期の遺跡で一辺約 5mを 測る竪穴住居を検出している。客坊山遺跡第 2次調査でも

中期から後期の土器類・石器類が出土していることから、山畑遺跡と同様に高位置に立地す

る中期から後期の追跡が存在する可能性がある。これらの高位置に立地する遺跡の動向は、

山麓部にある同時期の縄手遺弥・鬼塚遺跡 ,西 ノ辻遣跡・鬼虎川遺跡などの変遷とも合わせ

て検討してみなければならない。当遣跡の西、標高約20mの扇状地上に占地する皿池遺跡で

は、平面長方形を呈する後期の竪穴住居を検出している。後期末頃の追跡としては、組手遺

跡よりもさらに低位置の標高約 5mに立地する北鳥池遺跡がある。

古墳時代前期の遺跡は、本遺跡群周辺では現在までのところ周知されていない。前期末に

は、標高20mに猪ノ木塚古墳がある。また、猪ノ木塚古墳に近接する縄手遺跡からは、中期

末頃の須恵器・韓式系土器・輔の羽口などが多量に出土している。後期には、本遺跡群の周

辺に多数の群集墳が分布している。当遺跡群の北、標高約50mの地点には、両袖の横穴式石

室を内部主体とする一辺約30mで二段築成された方墳である五条古墳がある。五条古墳のあ

る尾根のさらに北側の尾根上には、円墳13基 ・方墳 1基が確認されている出雲井古墳群が所

在する。さらに、本遺跡群の北東の標高100m～ 200mの尾根上には、 2基以上の古墳が検出

されている五条山古墳群がある。また、本遺跡群の南側、標高50～ 150mの尾根上には、横穴

式石室を内部主体とする円墳・方墳・親円墳・上円下方墳など約68基で構成される山畑古墳

群や花草山古墳群・五里山古墳群などがある。一方、後期の集落跡については、山麓部をも

含め近年の発掘調査の進展にもかかわらず、明確な遺構を確認できていない。今後の課題で

ある。

飛鳥時代から奈良時代には、当遺跡群の西側標高20m前後に河内寺が位置している。河内

寺は、白鳳時代に創建され講堂・金堂・塔 。中門を南北方向に一直線に配置することが判日月

している。また、皿池遺跡では、石組で囲った合 lコ斐棺を検出している。

奈良時代の本遺跡群周辺は、河内国河内郡大宅郷に含まれ、河内郡行の所在地にあたるも

のと推定されている。

平安時代以降の遺跡には、当遺跡群の北側に水走氏館跡がある。水走氏は、現在の東大阪

市・大束市・八尾市域などを支配していた中世豪族で、 F水走文書』などの史料によって研究

されてきている。

次に客坊山遺跡群のこれまでの調査結果について詳述する。本遺跡群の推定範囲には、記

述したように客坊山古墳群・客坊廃寺 ,客坊城跡などが存在している。

客坊山古墳群は、客坊谷の北側の尾根上、標高140～ 220mに 18基分布している。本古墳群

には、古墳時代前期末頃の鰭付円筒埴輪を伴う前方後円墳ユ基のほか、横穴式石室を内部主体

とする古墳時代後期の円墳がある。昭和43～ 45年に石室の実測調査が実施されているものの

現在までのところ発掘調査はおこなわれておらず詳しい内容については判明していない。

客坊廃寺は、今回の第 3次調査地点の北側の平坦面が「寺屋敷」とよばれ、平安時代後期
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から室町時代の瓦類が採集されていることや五条町在住の野口氏所蔵の山絵図に本遣跡群付

近の字名が「法性寺」と記されていることからその存在が推定されてきた。採集遺物のなか

には、軒丸瓦の裏面に「河内」とヘラガキされたものやせん仏などもある。発掘調査では、

建物跡や石垣などの寺院に関連するものと推定できる遺構が確認されている。

客坊城は、室‖げ時代の文献『大乗院寺社雑事記』のなかの「尋尊大僧正記Jに その名がみ

られる。本史料からは、客坊城が文明 9年 (1477)に 遊佐長直と畠山義就との合戦のさいに落

城したことを知ることができる。第 2次調査では、客坊城に伴うと推定される石垣や穴倉が

検出されているもののその全体像については、ほとんど解明できていない。

ⅡI 調査の方法
第 3次発掘調査地点は、客坊山遺跡群のほぼ中央部分にあたり標高90m付近で、第 1・ 2次

調査地点の東側にあたる。地籍では、東大阪市客坊町1052・ 1053・ 1055～ 1063番地である。

発掘調査は、住宅建設予定地全域を対象とし面積では2191m2ぁ る①調査地の現状が大小 6段

の棚田であることから、調査にあたっては、これを便宜的にA～ D地区と呼称することにし

た。調査の手順は、当初A～ C地区の表土・耕土・床土を機械によって掘削した。以下の層

位は、入力によって掘削し、各層の上面で遺構の検出をおこない、遺構の確認できた場合、

写真撮影と実測図を作成した。 D地区は、A～ C地区の調査終了後にとりかかった。

調査地点内の測量には、国家座標に沿った基準ラインを設定した。束西方向の基準ライン

は、原則として10m間隔で北から順にA・ B・ Cラ インとし、南北方向の基準ラインは、 5

m間隔で東から順に 1・ 2・ 3中●ラインと仮称した。なお、遺構図はこれを基準に作成して

いる。

Ⅳ  調査の成果
第 3次調査点は、前述したように平坦面ごとにA～ D地区に区分して調査をすすめた。各

地区の西側および南側部分に整地層が厚 く堆積しているのに対 して、調査地点の東側部分で

は、床土直下で地山を検出している。整地層の准積する範囲では、遺構の覆土と整地層を識

別することが極めて困難であり、多 くの遺構は、地山上面で検出できたものである。したが

って地山上面で確認している遺構のなかには、本来上層の整地層から切 り込んでいるものも

多数存在するものと思われる。また、未確認のまま整地層とともに掘削してしまった遺構も

多数存在するものと思われる。

以下では、まず本調査によって地山上面で確認できたPit163基 ・土媛23基 ・滞5条 ・建物4

棟・墓2基の一覧を表示し、その後に各地区ごとに層序と遺構・遺物について記述する。
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Pit001

Ht002

Pit003

Pit004

Pit005

Ht006

Pit007

遺構名   平面形 主耳  機 ^h 士早  土

円形  南北長 32.0 1(lYR3/1シ ルト
東西長 34,0

深さ 10,0

円形  南北長 40.0 5GY4/1シル ト
東西長 37.0

深さ 19・0

円形  南北長 15.0 5GY4/1シ ,レ ト
東西長 17.0

深さ 2.0

楕円形 南北長 24,0 1(lYR3/1シ ルト

東西長 34.0

深さ ?

楕円形 南北長 40,0 5GY4/1シル ト
東西長型 .0

深さ 8.0

円形  南北長 74.0 5GY4/1シル ト
東西長 68.0

深さ 1・ 0

楕円形 南北長 62.0 5GY4/1シ )レ ト
東西長 88.0

深さ 7.0

Pit008 円形  南北長 22.0 2.5Y6/1砂 質シル ト
東西長 220
深さ ?

Ht009   円形 南北長 18.0 10YR3/1シ )レ ト
東西長 21.0

深さ 5.0

Pit010 精円形 南北長 20 0 10YR3/2シ ルト
東西長 34,0

深さ 6.0

Ht012 円形  南】ヒ長 28.0  2.5GY5/1シ )レ ト
東西長 32.0

深さ 38.0

精円形 南北長 28.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 34.0

深さ 44,0

表司 検出Pl一覧1/14

施設  種類   器種

根石

瓦器    椀 火舎
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遺構名   平面形 規  模 埋  上

精円形 南北長 66.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 51.0

深さ 13.0

円形  南北長 18.0 2.5GY5/1シル ト
東西長 23.0

深さ 360

Pit016 精円形 南北長 68.0 10Y4/1シ ル ト
東西長 74.0

深さ 2.0

Pit017 精円形 南北長 22.0 10Y4/1シ ル ト
東西長 31.0

深さ ?

施設  種類   器種
土師器   皿

土師器   皿

土師器

瓦器

土師器

瓦器

土師器   皿

土師器
瓦器

土師器   皿

土師器

瓦器

Ht014

Ht015

Pit018

Pit019

Pit021

Pit022

Pit023

Ht024

Pit025

南北長 ?

東西長 ?

深さ ?

? 10Y4/1砂質シ)レ ト 皿

椀

皿

椀

皿

椀

皿

椀

円形  南北長 38.0 2.5GY5/1ンル ト
東西長 46.0

深さ 41.0

円形  南司ヒ長 34,0  2.5GY5/1シル ト
東西長 38,0

深さ 40.0

円形  南北長 25,0 10YR4/1シ ル ト
東西長 24.0

深さ 28.0

楕円形 南北長 24.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 28.0

深さ 120

円形  南北長 30.0 1(lYR3/1シル ト
東西長 32.0

深さ 24.0

円形  南北長 42.0 10YR4/1シ ル ト
東西長型 .0

深さ 34.0

円形  南北長 42.0 2.5GY4/1シ ルト
東西長 22.0

深さ 22.0

表1 検出Pl一覧2/司 4
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遺構名   平面形
Pit027

Pit028

Pit029

Pit031

Pit032

Pit033

Pit034

Pit035

Pit036

Pit037

Pit038

輩目  壇 担   十
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施 設 種 類

土師器

瓦器

黒色土器

土師器

ヨ呈笹

円形  南北長 36.0 2.5GY5/1シ ル ト
東西長 35.0

深さ 37.0

円形  南北長 45,0 10YR3/1シ ル ト
東西長 48,0

深さ 350

円形  南北長 25.0 10Ⅵ望/1シル ト
東西長 24.0

深さ 32.0

精円形 南北長 180 1(lYR3/1シ ルト
東西長 30,0

深さ 15,0

楕円形 南北長 280 1(lYR4/1シ ル ト
東西長 40,0

深さ 24.0

円形  南北長 38,0
東西長 34,0

深さ 330

楕円形 南北長 22.0

東西長 30.0

深さ 380

楕円形 南北長 38.0

東西長 20.0

深さ 14.0

円形  南北長 30.0
東西長 29,0

深さ 12.0

円形   南】ヒ長 20.0   10YR4/1シル ト

東西長 24.0

深さ 1,0

円形  南北長 32.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 32.0

深さ 13.0

円形  南北長 14.0 1(lYR3/1シルト
東西長 170

深さ 6.0

表刊 検出Pl一覧3/14

皿

皿
椀

椀

瓦

皿

平瓦

皿

椀瓦器

土師器

瓦器    椀

土師器   皿

土師器

Pit039



遺構名   平面形 規  模 埋   土

Ht040   円形  南北長 10.0 1(lYR3/1シルト
東西長 15.0

深さ 13.0

Pit041 円形  南北長 38.0 10Y4/1シ ル ト
東西長 40.0

深さ 8,0

Pit042 精円形 南北長 50.0 10YR4/1シ ル ト
東西長 64.0

深さ 19.0

Pit043 円形  南北長 30.0 10Y4/1シ ル ト
東西長 27.0

深さ 9,0

Pit044 円形  南北長 22.0 10YR4/1シ ル ト
東西長 26.0

深さ 8.0

Ht044 楕円形 南北長 30.0

東西長 24.0

深さ 11・0

Pit045 円形  南北長 32 0 10YR4/1シ ル ト
東西長 40.0

深さ 16.0

Pit046 精円形 南北長 64.0 10Y4/1シ ル ト
東西長 500
深さ 15.0

Pit047 円形  南北長 51,0 1(lYR3/1シル ト
東西長 58.0

深さ 26.0

Ht048 精円形 甫北長 28.0 1()YR3/1シル ト
東西長 39.0

深さ 13.0

酎t050 円形  南北長 22.0 1()YR3/1シル ト
東西長 23.0

深さ 18.0

円形  南北長 38.0 1(lYR3/1シ ル ト
東西長 39.0

深さ 12.0

表1 検出Pl一覧4/14

施設  種類 器 産

土師器

瓦器 椀

瓦 平瓦

土師器

瓦器

土師器

皿

椀

皿

椀
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遺構名

Ht053

Ht054

Ht055

Ht056

Pit057

Ht058

Pit059

Pit060

Ht061

Pit062

Pit063

平面形 規  模 rm 輝 土

円形  南北長 18.0 2.5Y6/1砂 質シル ト
東西長 18,0

深さ 6.0

精円形 南北長 24.0 2.5Y6/1砂 質シル ト
東西長 40,0

深さ 10.0

円形  南北長 40.0 10呼Rツ 1シル ト
東西長 38.0

深さ 15,0

円形  南北長 42.0 2.5Y6/1砂質シル ト
東西長 45.0

深さ 18,0

長方形 南北長 38.0 1()YR3/1シ ル ト
東西長 46.0

深さ 38,0

円形  南北長 42.0 1()YR3/1シ ルト
東西長 坐 ,0

深さ 3.0

円形  南北長 540 5Y4/1シル ト
東西長 49.0

深さ 27.0

円形  南北長 42.0 1()YR3/1シ ル ト
東西長 46.0

深さ 11.0

円形  南北長 50.0 1()YR3/1シ ル ト
東西長 45.0

深さ 13.0

円形  南北長 62.0
東西長 60.0

深さ 46.0

楕円形 南北長 42.0

東西長 35.0

深さ 30.0

円形  南北長 34.0 1(lYR3/1シ ル ト
東西長 32.0

深さ 150

表刊 検出Ph一覧5/14

施 設   種類 器題

根石   土師器

須恵器

瓦器 本宛

瓦器    椀

土師器
須忘器

皿

土師器   皿

瓦器 椀

土師器 皿

椀

土師器

皿
椀

鉢
瓦器

瓦器

瓦

皿
椀

平

瓦器

瓦
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遺構名

Pit065

Pit066

Pit067

Pit068

nt069

Ht070

Pit071

Pit072

Ht073

Plt074

Pit075

形 規  模 cm _  埋 施設  種類   器種    _
土師器

土師器   皿

土師器   皿

根石

土

円形  南北長 36.0
東西長 36.0

深さ 10・0

10YR3/1シ リレト

精円形 南北長 35.0 10YR3/1シ ル ト

東西長 47.0

深さ 19,0

円形  南北長 31.0 2.5Y4/3シ ルト
東西長 27.0

深さ 15.0

円形  南北長 30.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 30,0

深さ 6.0

楕円形 南】ヒ長 28.0 11)YR3/1シ )レ ト
東西長 40,0

深さ 27.0

精円形 南北長 22.0 2.5Y6/1シ ルト

東西長 34.0

深さ 11・0

円形  南北長 32.0 2.5Y6/1シ ル ト
東西長 31.0

深さ 25.0

円形  南北長 30,0 2.5Y6/1シ ルト
東西長 28.0

深さ 12.0

精円形 南北長 18.0 10YRフ 1シル ト
東西長 34.0

深さ 140

精円形 南北長 30,0 10晒略 /1シル ト

東西長 40.0

深さ 160

円形  南北長 28.0 1鋭留 /1シル ト
東西長 27.0

深さ 13.0

円形  南北長 30.0 1(lYR3/1シ ル ト
東西長 32.0

深さ 23.0

表1 検出Ph一覧6/14

瓦器

皿

椀
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遺構名 平面形 去耳  棲 ^騎 埋   土

Pit077 円形  南北長 24.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 250
深さ 12.0

Pit078 円形  南北長 86.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 30,0

深さ 2.0

Pit079 円形  南北長 28.0 5GY4/1シ ル ト
東西長 300

深さ ?

Pit080   円形 南北長 38.0 1(乃Rツ 1シルト
東西長 33.0

深さ 10・0

Pit081 円形  南司ヒ長 35,0 10Ⅵ謝/1シルト
東西長 400

深さ 18.0

Pit082 円形  南北長 20.0 1()YR3/1シル ト
東西長 22.0

深さ 5.0

Pit083   円形  南北長 32.0 1()YR3/1シル ト
東西長 30.0

深さ 5.0

Pit084   円形  南北長 36.0 10YR3/1シ ル ト
東西長 32.0

深さ 11・0

Pit085 長方形 南北長 30,0 10Ⅵ昭/1シル ト

東西長 470

深さ 30.0

Pit086 円形  南北長 30.0 2.5Y6/1砂 質シル ト
東西長 300

深さ 10,0

Pit087    円形 南】ヒ長 200
東西長 24.0

深さ 8.0

円形  南北長 140
東西長 17.0

深さ 2.0

表1 検出Pl一覧7/14

施設  種類   器種

土師器

-15-
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遺構名   平面形 規  模 埋  上

Ht089 円形  南北長 27.0 1(lYR3/1シル ト
東西長 20.0

深さ ?

Ht090 楕円形 南北長 18.0 10Ⅵ謝/1シルト
東西長 32.0

深さ ?

Et091   ?   南北長 5Y4/2ラ/ル ト

施設  種類   器種

土師器   皿

土師器
瓦器

皿

東西長

深 さ

?

?

?

nt092

Ht093

Ht094

Pit095

Pit096

Ht097

Ht098

Pit099

南北長

東西長

南北長 ?

東西長 ?

深さ ?

5Y4/1シルト

5Y4/1シルト

精円形 南北長 35.0 5GY4/1シ ル ト
東西長 52.0

深さ 6.0

円形  南北長 43.0 10YR3/1シ ルト
東西長 35.0

深さ 6.0

楕円形 南北長 30.0 1(lYR3/1シルト
東西長 22.0

深さ 2.0

円形  南北長 18.0
東西長 18.0

深さ 4.0

円形  南北長 52.0 1()YR3/1シル ト
東西長 60.0

深さ 13.0

円形  南北長 34,0 1(lYR3/1シルト
東西長 30.0

深さ 13.0

?

?

深さ

９
・　
？
・

？

・

円形  南】ヒ長 24.0  5GY4/1シ )レ ト
東西長 30.0

深さ 7.0

表司 検出P‖一覧3/14
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遺構名   平面形
Pit101

Pit102   円形

Pit103

Pit104

Pit105

Ht106

Ht107

Pit108

Pit109

Htl10

Htlll

圭日  』L^_ 1里

楕円形 南北長 42.0 5GY4/1シル ト
東西長 54.0

深さ 13.0

土

南】ヒ長 48.0   10YRコ /4砂質シ)レ ト

東西長 36.0

深さ 11・0

施設  種類   器種

土師器

須恵器   甕
弥生土器

長方形 南北長 84.0 1(lYR4/4砂 質シルト

東西長 100.0

深さ 70

楕円形 南北長 78.0 10YR4/4砂 質シルト

東西長 50.0

深さ 12.0

方形   南】ヒ長 74.0   1(lYR4/4砂質シルト

東西長 85.0

深さ 27.0

円形  南北長 380 1(lYR4/4砂 質シルト
東西長 33.0

深さ 340

楕円形 南北長 48.0 1(lYR4/4砂 質シルト

東西長 45.0

深さ 7.0

円形  南北長 60.0 1()YR4/4砂 質シル ト
東西長 66.0

深さ 12.0

円形  南北長 46.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 50,0

深さ 16.0

円形  南北長 27.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 30.0

深さ 14.0

円形  南北長 20.0 1()YR4/4砂 質シル ト
東西長 20.0

深さ 18.0

円形  南北長 30.0 1(lYR4/4砂 質シル ト
東西長 30.0

深さ 9・0

表刊 検出Pl一覧9/14

本亮瓦器
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遺構名   平面形 規  模 企蘭 埋   土

Pitl13 円形  南北長 21.0 2.5Y5/1シ ル ト
東西長 23.0

深さ 9,0

Pitl14 円形  南北長 30.0 2.5Y5/1シ ル ト
東西長 26.0

深さ 18.0

Pitl15 円形  南北長 15.0 2.5Y5/1シ ル ト
東西長 15.0

深さ 18.0

Pitl16 精円形 南北長 400 2.5Y5/1シル ト
東西長 23.0

深さ 18.0

Pitl17 円形  南北長 260  2.5Y5/1シ ル ト
東西長 24.0

深さ 9・0

Pitl 18 精円形 南北長 28.0 2.5Y5/1シ ル ト

東西長 50.0

深さ 18.0

Pitl19 楕円形 南北長 22.0 2.5Y5/1シ ル ト
東西長 41.0

深さ 13.0

Pit120 長方形 南北長 80.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 40.0

深さ 33.0

Ht121 円形  南北長 40,0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 42.0

深さ 30.0

Ht122 楕円形 南北長 32.0 1()YR4/4砂 質シル ト
東西長 230
深さ 22,0

Pit123 精円形 南北長 60.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 50.0

深さ 33.0

楕円形 南北長 72.0 1()YR4/4砂 質シル ト
東西長 50.0

深さ 20.0

表1 検出Pl一覧司0/14

施 設  種類   器産

土師器   皿
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遺構名

Pit125

H七 126

Pit127

Pit128

Ht129

Ht130

Pit131

Ht132

Ht133

Ht134

Pit135

平面形 装目  控 ^_ 担 上

楕円形 南北長 87.0 1(lYR4/4砂 質シル ト

東西長 72.0

深さ 10,0

精円形 南北長 66.0 10YR電 /4砂質ンルト

東西長 52.0

深さ 32.0

楕円形 南北長 48.0 10YR4/4砂 質シルト

東西長 75,0

深さ 22.0

円形  南北長 56.0 10YR召 /4砂質ンル ト
東西長 60.0

深さ 12.0

円形  南北長 18.0 1(lYR4/4砂質シルト
東西長 20.0

深さ 38.0

円形  南北長 17.0 1(lYR4/4砂質シルト
東西長 17.0

深さ 25.0

円形  南北長 47.0 10YRる /4砂質シル ト
東西長 49.0

深さ 型 ,0

円形  南北長 86.0 1(lYR4/4砂 質シル ト
東西長 20.0

深さ 28.0

楕円形 南北長 62.0 1(lYR4/4砂 質シル ト

東西長 104,0

深さ 50.0

円形  南北長 48.0 1(lYR4/4砂 質シル ト
東西長 46.0

深さ 25.0

円形  南北長 43.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 46.0

深さ 16.0

円形  南北長 36.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 32.0

深さ 7.0

表司 検出Pl一覧11/14

施設  種類   器種
須恵器
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Pit137

遺構名   平面形 規  模 埋  土

橋円形 南北長 40,0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 23.0

深さ 3.0

Pit138   円形

Pit139

Pit140

Pit141

Pit142

Pit143

Pit144

Pit145

Ht146

Ht147

南北長 22.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 26.0

深さ 20.0

円形  南北長 26.0 1(lYR4/4砂質シルト
東西長 26.0

深さ 13.0

長方形 南北長 46.0

東西長 78.0

深さ 18.0

10YR4/4砂質シ,レ ト

円形   南封ヒ長 22.0  10YR電 /4砂質シル ト
東西長 22.0

深さ ?

方形  南北長 98.0
東西長 97.0

深さ 20.0

10YR4/4砂質シ)レ ト

方形  南北長 56.0
東西長 56.0

深さ 23.0

lCIYR4/4砂費シルト

楕円形 南北長 90.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 70.0

深さ 30.0

円形  南北長 40.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 34.0

深さ 90

精円形 南北長 60.0

東西長 42.0

深さ 18.0

10YR4/4砂質シ)レ ト

楕円形 南北長 62.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 83.0

深さ 20.0

円形  南北長 70.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 76.0

深さ 25.0

表司 検出Pl一覧12/14

施設  種類   器種

須恵器

土師器

須恵器

皿
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Ht148 土師器   不



遺構名   平面形
Pit149

Pit150

Pit151

Pit152

nt153

Pit154

Pit155

Pit156

Ht157

Ht158

Pit159

爆   構 ^略 と早  土

長方形 南引ヒ長 500   1()YR4/4砂質シ)レ ト

東西長 57.0

深さ 400

方形   南】ヒ長 20.0   10YRコ /4砂質シルト

東西長 64.0

深さ 38.0

円形  南北長 36.0 1()YR4/4砂質シルト
東西長 40.0

深さ 24.0

円形  南北長 58.0 1()YR4/4砂質シル ト
東西長 56.0

深さ 35,0

楕円形 南北長 56.0 1(lYR4/4砂質シル ト

東西長 48.0

深さ 16.0

方形  南北長 62.0 10YR4/4砂 質シルト
東西長 76.0

深さ 35.0

精円形 南北長 100,0 10YR4/4砂質シルト

東西長 60.0

深さ 30.0

方形   南封ヒ長 83.0  10YR4/4砂 質シル ト

東西長 83.0

深さ 33.0

精円形 南北長 700 1(lYR4/4砂 質シル ト
東西長 60,0

深さ 440

方形   南】ヒ長 59.0  10YR4/4砂 質シル ト

東西長 70.0

深さ 30.0

長方形 南】ヒ長 83.0  10YR4/4砂 質シ)レ ト

東西長 44.0

深さ 45.0

方形   南】ヒ長 78.0   10YR4/4砂質シ)レ ト

東西長 53.0

深さ 27.0

表1 検出Pl一覧13/14

施設  種類   器種
土師器

須恵器

土師器

須恵器

土師器

弥生土器

土師器

須恵器

弥生土器

甑

郷

-2ユ ー

Pit160



遺構名   平面形 規  模 命m 埋  土

Pit161 構円形 南北長 68.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 78.0

深さ 26.0

Pit162 長方形 南北長 90.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 40.0

深さ 13.0

Pit163 長方形 南北長 坐 .0 10YRИ /4砂質シルト

東西長 118.0

深さ 37.0

Pit164 長方形 南北長 94,0 1()YR4/4砂質シル ト

東西長 54.0

深さ 47.0

Pit165 長方形 南封ヒ長 34,0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 23.0

深さ 40.0

nt166 精円形 南北長 40.0 10YR4/4砂 質シルト
東西長 43.0

深さ ?

Pit167 円形  南北長 20.0 10YRコ /1シル ト
東西長 18.0

深さ 8.0

表1 検出P止一覧14/14

施設  種類   器種
弥生土器
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土墳01

土壌02

土療03

遺構名   平面形 去耳  模 企蘭 埋   土

南引ヒ長 180,0 2.5Y4/2シ ル ト

東西長 218.0

深さ 590

円形  南北長 119.0 10YR3/1シルト
東西長 121.0

深さ 30.0

楕円形 南北長 66.0 2.5GY4/1シルト

東西長 104.0

深さ 17.0

土壌04 円形  南北長 273.0 10Y4/1シル ト
東西長 285.0

深さ 160

土療05 南北長

東西長

深さ

10Y4/1砂質シルト

土墳06 長方形 南北長 64.0

東西長 110.0

深さ 15.0

土壌07 楕円形 南北長 60.0

東西長 100.0

深さ 80

土壌08 南北長

東西長

深さ

2.5Y4/3シ ルト

土壌09 楕円形 南北長 113.0 2.昴£/1シル ト

東西長 138.0

深さ 410

土墳10 南北長

東西長

深さ

5GY5/1砂質シルト

土墳11 円形  南北長 122.0 10YR3/1シルト
東西長 112.0

深さ 40,0

楕円形 南北長 32.0 5GY4/1シル ト
東西長 86.0

深さ 4.0

表2 検出土ナ廣一覧1/2

施設  種類   器種
土師器

瓦器

須忘器
瓦

皿

椀 火舎 すり鉢

土師器   皿

土師器

瓦器

須恵器

石製品

平瓦 丸瓦

石棺

皿

皿

椀 火舎
平瓦

皿

椀

釜皿

椀

土師器

瓦器

須恵器

土師器

瓦器

土師器

瓦器

土師器

瓦器

瓦

瓦器

皿

椀
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土壊12



遺構名   平面形 規  模 埋  土

円形  南北長 240.0 2.5Y4/2シ ル ト
東西長 224.0

深さ 33.0

円形  南北長 95.0 1(lYR3/1シル ト
東西長 102.0

深さ 13.0

精円形 南北長 175.0 10Ⅵ器/4砂質シルト

東西長 134.0

深さ ?

円形  南北長 117.0 10Ⅵ6/4砂質シルト
東西長 108.0

深さ 14.0

長方形 南
~】

ヒ長 101.0  10YR3/1シルト

東西長 81,0

深さ 9.0

長方形 南北長 1300
東西長 180.0

深さ 400

精円形 南北長 71.0 5GY5/1砂質シル ト
東西長 136.0

深さ 20.0

楕円形 南北長 76.0 10YRИ /4砂質シルト
東西長 178.0

深さ 26.0

精円形 南北長 62.0 10YR4/4砂 質シル ト
東西長 140.0

深さ 12.0

土墳22 南北長

東西長

深さ

10YR4/4砂質こン)レ ト

土壌23 長方形 南北長 255.0 2.5Y5/1シ ルト

東西長 150.0

深さ 11.0

表2 検出土ナ廣一覧2/2

施設  種類
土師器

須意器

土師器

須恵器

土師器   皿

土師器

黒色土器

土師器   皿

土師器

瓦

器 蓬

土墳13

土墳14

土墳15

土墳16

土墳17

土墳18

土墳19

土壌20

土】廣21

瓦器

瓦器

皿

椀

皿

皿

皿

椀瓦 器

羽釜

瓦器

瓦

皿
椀

丸
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遺構名   平面形 規  模 卜n、
溝01 南北長

東西長

深さ

南北長

東西長

深さ

溝06 南北長

東西長

深さ

清07 南』ヒ長

東西長

深さ

溝08 南北長

東西長

深さ

え欲   世浩 七日館 寸 澁

建物1  掘立柱建物 東西2問
南耳ヒ2,H〕

建物2  掘立柱文と物 束西 ユ問

南』ι3問

赴物3  1H立柱建物 東西2問
南封ヒ2‖翻

東西3問
南司ヒ2 問

墓01

輝  土

束口野3.28m 12.10 m2

南』ヒ3.68m

東西 1.84m9,70 m2
南北 5,28:】 l

束西4.00rn 16.00m2

南封ヒ4,00 rn

東囲16.45n1 27,70 m2

南】ヒ4.30 rn

施設  種類   器蘊
土師器5GY5/1砂質シルト

須恵島`

瓦 平瓦 丸五

10Y4/1砂質ンテレト 上師器   皿

5Y4/2シ ,レ ト

2.5Y5/1シ )レ ト 土師器   皿

2.5YR3/2シ )レ ト 土師器   皿
瓦器   椀
須恵器

弥生土器

表3 検出溝一覧

面 構 柱冊寸法  柱掘り方   l膚考

托皿
椀

整
瓦器

守磁

ミニチュア

溝04
瓦器

東西 1,64m精円形
南北 1,84m方形

東西 1.84m円形
南司ヒ1,76m

束西 2,00m格円形
南北 2.00m

東西 2.15m

南Jヒ 2。 15:n

総柱

総柱建物4  礎石建物

表4 検出建物一覧

遺構名   平面形 規  模 企m 鯉   +

精円形 南北長 198,0 5Y3/1シル ト

束西長 112.0

深さ 34.0

基02 構円形 南北長 60.0 2.5YI甦 6/6シル ト
東西長 78,0

深さ 14.0

表5 検出墓一覧

施 設   組類   器祖
土師をⅢ■

瓦軒瓦丸
舎

瓦

皿
火
平

瓦器

瓦
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1)A地区

市Fl:鵬列と和)社の南側にあるA地区は、本l‖企地区のうち般も広い平J!Wiで ある。A地区の

北寄り削;分では、石垣・卸立4主交と生物・Pit。 沖・土城 。基などを検出している。また、前寄り

部分からは石垣を確認している。

写真4 A地区地山上面遺構全景(南東より)

―
閉

―

写真5A地区地山上面遺構全景



層序

Iメ15・ 6に A地Ⅸの引ヒ積 liMの円fhil'Xlを示す。ここでは、 lhЧ企区北軽断面によってA地区の川

序を記述していく。

1。 2肘 は、現耕作 illP,である。3～ 8九Υ,は石hi5の _Lllliを 覆うとともに9・ 10九VIの II I〃卜作土肘

と面に
'Iヒ

積する幣地九Wである。石五13の l'riluに 堆れ鷺する11∴Wは、石虹3に伴う平JI面を川生科tす

る際の上Mである。石〕こ3の東1硼にある14・ 15Mは 、石虹5に伴う平
"thiを

担Lれ すヽる li肘であ

る。19～ 30九Wは、石
"〔

6の PIi側 に堆積するもので、石垣6をどL積する雅地肘である。このうち、

′ J,

19・ 20用 は、 イi“i

3・ 5を祭逃する際の

ベースhiと なった ti

肘である。19'20九V,

下削;に
'‖

概する21～

30Mは 、21～ 23M

を幣地M7、 24九Vlを

幣地h弩 8、 25～ 30M

を幣地脳0と して抑I

Hり している。イittt8

のWlUにある35～ 40

Mは、イi"〔 8の
'咀

渋

‖↓のJt積九Vlである。

それぞれの矛intの

Wl硼に引にれtす る li肘

からIII上 している遺

物は、各石れこの川!没

時lUlを示しているた

め、後述する各イ「

"t
の記述のなかで取り

扱うことにする。ま

た、それ以外の
'IB積

層から出上している

遣物については各遺

‖の説り〕後、まとめ

てあつかうこととす

る。

写真6 A地区北半部分

写真7 A地区北壁断面
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A ttIX北戦断hi上 苛ヽ名

〕 排 l: 5Y5/1灰 色砂″tL
2 床 L ■5YR6/6権色シルト
3 整地Wi お Yri/1A灰色砂賀ンルト (地山プロックを含む〉
を1 能地用: 郷 Y1/1貴灰色砂質ンルト (地山プロック・炭 .5nl]11～ 余人の
疎を含む)

5 整地朋1 2うY6/3:こぷい世色砂ましリンルト (5nini～ 姿人の確を含む)

` 
整地肘1 10YR5/6世 門也ンルトく5in:11～ 給大の際を含む)

7 整地肘1 5Y4/2灰 オリープ也ンルト (冷大の傑を令む)
8 笠地肘1 5Y5/3灰 オリープ色砂ましリシルト (焼上を含む)
9 ‖:緋上 開 Y5/1オ リープ灰色砂'資シルト
10 ‖:昧上 5Ylt5/6り〕赤樹色ンルト
li ttn3前而

12 T,it3う らごめ !OYR6/6り 1貴

`郎

色ンルト (ノ企大の除を含む)
13 イF“ i3う らごめ 5Y3/1オ リープЖ色ンルト (準大の際を含む)
]1 11■い前hi 2.5Y5/國 l,ヤ灰戯色FttTlシルト

15 石hi5前 llli 25Y1/3オ リープ側色シルト (姿人の除・地山プロックを命
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む)

イf〕 t6前 mi 整地肘8 7.5Y3/2オ リープ郎色F少賀シルトく地山プロッタを
含む)

石垣6M面 推地刷9 11X:yl撤 灰也莉i～中砂 (衿大の際を含む)
イ∫Ⅲ16Mhi 整地肘9 i∝ 5/1串,灰也羽i砂 (準大の際 ,M物赳体を令む)
イ∫れ三6情 mi 整地 Wヽ9 25Y3/2無 門色ンルト (炭を含む)

石

“

16‖ hi 整地肘9 N3/1暗灰色シルト (地山プロック・炭。5ni:11以 ド
の際を令む)

イIⅢ16前 hi 確地肘,5Y2/Zオ リープ無色ンルト (炭・焼上を令む)
イF■iCM“ : 推地用0 10Y1/1灰 也ンルト (地山アロックを含む)
イFi〔 6う らごめ iOY`1/1灰色砂質上 (姿人のはを含む)

イf"i6う らごめ 仏関 Y5/1報灰色細砂 (5nl:n～拳人の際・炭を含む)
10Y5/1灰色ンルト (5nin,～八頭人の疎を含む)

猛5Y1/1灰 色砂賀ンルト

FiⅢ18前 ni 整地肘10 10(】 4/111:'「緑灰色粘上 (地山プロックを含む)
11"t8出市i 整地肘10 5BG3/1暗 帝灰色Wi上 くか人の際・細物遺4を含
む〉

Ｅ
雲
冨

∝
↑

37 石垣8Mlli 糀地肘10

遺体を含b)
那 Ti)i8脳 hi 整地肘10
袖 石■i3前 imi 髪地hЧ 10
を命む)

10 11,Fこ 8前 thi 整地鳩10

`ll イiよ 8う らごめ

5(Xν lttЖ色細砂～ンルト (吟大の味・炭・Vi物

5H4/1tt iF灰 色シルト

飩℃1/1tt iF灰也粘 li(姿人の際・檀物遺体・炭

101,C1/1暗肘灰色月i～中砂
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E

rヽi,(x,sni

Stil

図 6 A地 区 直交 断面 図

1 イ∫
"i3前
山i 10ゝ 'RI′ 1樹色砂質ンルト(今人の際を含む)

Z イr)i3M山 F l()YRlオ 〕にバい贄任l色 シルト (J也 山プロックを含む)
3 イ|)i3市 1山F と5Y5′椒IItt lΥl色 ンルト (地山プロ″ク・5t nl～ 人ザrl人の鰈を伶もヽ)
1 イ|)ti:前 hi l()ヽ「R1/1出灰色砂Ttン ルト (冷 人の際を含む)
5 イ|"(3前 hi l(,Y it1/1出 灰色砂Ttシ ルト (1～ 5cniの 礫を含む)
6 イF)i3う らごめ をうY1/Z 晴灰員色砂Ft it(冷 人の礫を含む)
7 rf)(5前 hi 堆地将3 10YR6/tWり〕lYt出 色ンルト (吟 人の際を含む)

さ イf)i5'lhi 堆地増1 1()YR(И
"り

,世樹色ンルト (今 人の礫を命む)

`, 
イr夕 t5前 mi 灰色シルト 10YIく 2/2'■欄也シルト (今 人の礫を含む)

1()イ f)15前 hi 灰也ンルト 1く)ヽ
′
lく 2′ Z!工欄色シルト (人

"丁

l人の礫を含む)

11 イF)〔 5前 hi 灰色ンルト loY itZ/Zぷ 鶴也ンルト (炭 ・焼 1:を含む)

iZ 5VIく 2/1‖鶴色ンルト (地山プロンク・冷人の傑を含む)

13 幣地M5 1()YR1/tiり l ⅢY`鶴也ンルト (傘 人の際を含む)

H ttj也肘6 10YR5/″灰賛門色ンルト (lt・ ni～姿人の際を含b)

15 と5Y1/3オ リープ世
`色

シルト (に ni～ 李大の際を含もヽ)

1(i 3Vit2/1!H側 色ンルト (地山プロック 1ぐ耐～冷人の際を含b)

17 イ|)|(,市thi 推地ヽヽ17 1()Y R7/6り
'IYt欄

色ンルト (5ω i程度の際を含む)

18 イi)16市 Thi 堆地 ヤヽf$ Z5平 3/Z!工樹色ンルト (炭 ・ltヽ市1～ 姿人の傑を含む)

19 イ|"t61Thi 堆地hヤfヽ)10YR7/〔 Wり ,ュYt出也ンルト

Z()イ |"t6前 ni 整地h帝〔, 25V‖ /2ぷ掛色ンルト (Icni～ 李人、人頭人の際を含b)

21 イ|)iS1l hi イ子地hVI I()25Y3/2報 出色シルト (地山プロック 冷人の隙を含もヽ)
22 イi"tS,Thi 粋地九ヽll(, S(,3/1暗 士ヽ灰色栞‖粒砂 (炭 炭化物を含も')
歩: 10Υ R('/(5明 戯樹色れt砂

写真8 A地区北側地山直交断面
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0

つ

図7 A地区石垣1平面図

1):〕

田韓郁内面

体部内面

臨部内面 ヨヨナデ

口韓部内西ヨヨナデ

体節内面 槙方向のヘラミガキ

盛椰内面

口韓部内西

体郎内西 嶺方向のヘラミガキ

臨部内面 ,デ

日患部内面ヨヨナデ

体部内面 積方向のヘラミガキ

感部内画

十 1)Z ―ト
0 5,ュ i

報告No.002

08図

出土地点

A地区

報告No.003

08図

出土地点

A地区

報告No,004

03図

出土地点

A地区

図8 A地区石垣1う らごめ出土遺物実測図

口機郎外面 ヨコナデ

体師外面 ユピオサエ

底郎外面

口径

器高

N6/0灰色 口機郎外両

体郎タト面 ユピオサエ

寝郎外西 ヨヨナデ

口径

器高

N5/0灰色 口韓郎メ
"面
ヨコナデ

体郁外西 ナデ

腹郎外面

表6 A地区石垣1う らごめ出土遺物観察表

瓦器

桃

瓦器

椀

瓦器

椀

報告No.001

08図

出土地点

A地区

石垣 1う ら

石垣ユうらごめ

石垣 1う ちごめ

出 土 遺 結

層位

托

土師器

ユ堅節

種 類

口径(14.61

器高

口径

器高

雄岸

5Y7/2灰
自色

2.5Y3/3淡

黄色

色 ,おl

底郎外面

体椰外面

回操郎外西

調 整 手法

石垣 Iう ら
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以 liの ようにA地区の平Л!山 iは、中央から束寄り削;分の翔「作 tiド Iドで地山脳を確認してい

る。 ・方、中ヅtか ら′li寄 り剤;分には、 I朽北方向の複数の石れi列やこれらを覆う にMが川t積 し

ている。これらの llMは、束側からP暉側にむかって用riに
'性

積していることから、平Л!山 iを と

成するための格地Mで、平引!山 iを束側からllli側 に向かって徐々に拡大していったものと思わ

る。

選構と遺物

写真9 A地区石垣1遺補検出状況

八地 1疋 では、測

介地区の北山寄 り

淵;分から石れ:、 北

束 m争分から中央測
`

分で務ll'柱 建物 ・

Pit,I障 ・ I:城 ,熟

などを検出してい

る。 また、 lli省 り

測i分からは石hiを

確認 している。な

お、 イi'it′ 1・ 7は B

〕也区の辿糾との関

連か らB地 区の項

で記述する。

… … ‐́ ヽ ∵ 冨狛 嘲 螂 隣 4_ .

石すlil

イFれ tlは 、 A地

区の北寄 りH;分 、

現ホlFイ
′
l:ilドニドに

'It

■tす る格地肘 1の

il miで検 lllし てい

る。石hiの 残存用と

棋は束 llli方 向に長

さ約 10.5m・ 高さ

2()～ 50c lllを JUる 。

束 P暉 方向の石れこの

束瑞は、石網tみ 暗

巣のある I‖ lと 桜

している。イi":に

二
ヽ
_:と

''二
i,■■

,|‐  rt、 Lr

工 :■「

写真10 A地区東側コーナー(石垣1)部分
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図9 A地区石垣3平面・立面図

写真1l A地区地山直交断面石垣3う め土
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写真12 A地区石垣3検出状況

写真13 A地区石垣3全景

は、人頭人の石材を使用し、北18に向かって市iを揃え、1～4狭分残存している。

オiitlの 裏込め I二には、上hい器托や前台の断Wi形が台形を上し、体部内外 lrliを ヘラミガキl胡

堆する瓦器椀などの鎌イ守‖↓代の に器類が含まれている。しかし、検出九Vl位から石垣 Hよ、近世

以降に祭遣されたものと椎定できる。

-33-



菰
華

挙

(X,7

隠
酎

0:0

0

図10 A地区石垣3前面 。うらごめ出土遣物実潟ヽl図

雅i耳〔3

南北方向に述なる石垣3は A地区の北寄り削;分、耕作上M直下で検出している。本石垣は、

後述する石垣5と ともに石垣6の西側に難積する幣地hWに あたる19用上面を祭遣i術としている。

4itti3の残存規模は、前北約8an・ 高さimを湖る。石垣は、人J~ri大から膊頭大の加 I:痰のない

山然石や制り石を使川し、平坦な面を′li側に向けて杖積みしている。石積みは、保存状態の

良次rな部分で7段分斑存している。

石虹3の うらごめ上からは、,求倉時代から15世紀代の虞部の胆Iむ土師器llll,釜 や磁器枕が,II

「liしている。

また、石虹3とこ伴う平坦蘭iを路地する際に
'Iヒ

積した11九V,(石れ:3前顧i)か らは、先端に丸みを

もつ8つの述弁のなかに2つの子業を配する越単文中F丸瓦・巴文の川VHに 31個の殊文を施す■

巴文中F九瓦・平瓦が出上している。このような出上遺物から石垣3の条造‖↓川は、九耳位やうら

ごめ上内の出土遺物からi5世紀代と推定できる。

左手五こ5

イi斌5は A地区北密り部分に位置しており、雅地llV,1の 下Mで、石五t5を 測平した際に堆積し

たユ5九W上耐iから検出している。イF垣 5は、1“述した石hi3と 同一方位で20九WL面をベースに祭

遣している。石顛の残存

"↓

棋は、 lヰi北約10.5nl'商 さ20～ 50cmを JUる。イi',1に使川されてい

を
't)〔

,i]i

●■,● ●

●

●

●

・

Ｃ

ｔ

●

● ● ●・
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1'韓部内面 ヨコナデ

体椰内面

成餌内ni サ・デ

ri餘郎外面 ヨコナデ

体部外面

■kRb外西 米副擁

色 調

10YR6/4
にぷい黄
橙色

法 量
rt、 mぅ

口径(3.0)

器高 1.8

種 類

墨 種

土師器

小皿

屈位

出 上 強 格

石垣3う らごめ

報告No.005

10図

出土地点

A地区

報告No.006

10図

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径(3,8)

器高 1.7 黄色

N5/0灰色 ::韓郎外面

体酪外面

打k齢外画

田韓

“

外西 ヨコナデ

体nS外面

医nS外面 未用機

1:難郎外面 ヨコナデ

体師外JB ヨヨナデ

臨椰外耐

t,撤郎外耐

体郎外耐

ユゝ脇外面 ヘラケズリ

田搬椰外面

調 乾 手法

H餘硝内面 ヨヨナデ

体部内面

医部内両 サア

::静部内niヨ コナデ

体郁内面 機方向のハケメ後ヨ
コナデ

氏nS内面

I:韓部内画

体

“

内mi

成部内面

‖餘部内両

体部内面

Bゝ硝内n

1,撤 1ヽ内面

体nSttni

は n“内面

石垣3う らご

報告No.007

10図

出土地点

A地区

報告No.008

10図

出土地点

A地区

土師器

釜

2.5Y7

7.5Y3/

白色

10Y6/1灰
色

口径

器高 武色

磁器

青白磁椀

口径

器高

石垣3う らご

報告No,000

10図

出土地点

A地区 石垣3 前面

瓦

軒丸瓦

口径

器高

報告No.010

10図

出土地点

A地区

口径

器高

体郎外西

嵐郁外面

表7 A地区石垣3出土遺物観察表

瓦

軒丸瓦

石垣3 前面

石垣3う らご
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る石材は、人litti大 からWli60cm ttt後の制り

イTや 白然石力くあり、石
"tl。

3の用材より

も大型のものを用いている。石積みは、

それぞれの石材の平川とな山iを 西に向け、

1す(積みしており、ユ～3段分残存している。

検出したィihiの うち、北寄り謝;分の基虞

石には大型の石材を使川している。

イi■i5の W側の平J!面 を覆う14。 15九Vl

(格地用4)か らは、 13世紀から15世紀にか

けての瓦器椀・釜、 linJ器‖に,金 、陶磁

器類、何liり 瓦片、イi鍋などが出 liし てい

る。検出している littF器 ‖[は体刊
`外

hiド

方にユピオサエ痰が残っている。瓦器給

は、内傾するH縁部に段をもち、端部に

niを 榊成する形態を'itする。体部外山Fは、

杖方向にヘラケズリ測堆している。

幣地九ツf4か らは、 tin「器‖[。 金、瓦器椀、

磁器椀などを検 !Ilし ている。瓦器枕は、

日縁瑞部を九くおさめ、内外 miに ヘラケ

ズリ測幣を施すものがある。 lth"器 釜は

日縁湘;が外反し、端淋を九く仕 ilげるも

写真14

A地区石垣5前面断面

図1l A地区石垣5平面図

十

悦

―
ト
ー
？

一
　

　

ｔ

試luJし
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写真15 A地区石垣5全景
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報告No.011

12図

出土地点

A地区

石垣5 前面

石垣5 前面

石垣5 前面

整地層4

出 土 謹 構

層位

土師器

小皿

興 鍾

種 類

口径(7.6)

器高二.9

法 量
rr｀れ｀

10R5/4赤
樹色

7.5YR8/3
浅黄橙色

色 調

報告No.012

12図

出土地点

A地区
監椰外面 ユピオサエ

整地層4

体郁外面

5YR6/6絶 nttl稲外西 ヨヨナデ
色

土師器

ント皿l

口径(7.2)

器高 1.6

n線那外両 ヨコナデ

体郁外面

臨

“

外面 木用韓

‖操 lttiハ画 ヨコナデ

体部内面

底部内mナ デ

調 整 手 法

報告No.013

12図

出土地点

A地区

報告No.014

12図

出土地点

A地区

報告No.015

12図

出土地点

A地区

整地層4

整地層4

土師器

′lヽ皿

口径 8。 8

器高2.3

7.5YR3/4
浅黄橙色

整地層4 陶器

甕

石垣5 前面

5YR6/6絶 11嫌郎外面 ヨヨナデ

体部外面

収郎外面 ユピオサエ

日性郎外面 ヨ〕ナデ

体隔外ばU ヨコナデ

庄郎外両

N4/0灰色 1〕株郎外面 ヨコナデ

体郎外面 機方向のヘラケズリ

止 n“外面

N5/0灰色 「 :搬郁外面

体硝外面

は部外両

N2/O黒色 ::餘郁外師

体出B外面

庄欝8外面

土師器

小ml

口径(9,4)

器高2.0 色

:4は椰タト面 ヨコナデ

体郁外画

庄l襦外面 ユピオサエ

r〕撤郎内面 ヨコナデ

体郎内面

底郁内画

「,様部内画 ヨコナデ

体部内両

成部内面

:1餘部内面 ヨコナデ

体部内両

庄F`内面

:1餘88内 lniヨ コナデ

体
『
`内

面 ヨコナデ

は部内面

r:様出S内山:ヨ コナデ後嶺方itilの
″ヽケメ

体郎内両 ハケメ後ヽナデ

監部内面

「 :静郎内面

体部内面

庄部内面

口録B8内固

体部内面

臨RS内面

田韓誦内耐 ヨコナデ

体部内面

報告No.016

12図

出土地点

A地区

報告No.017

12図

出土地点

A地区

報告No.018

12図

出土地点

A地区

報告No.019

12図

出土地点

A地区

石製品

石鍋

口径

器高

口径

器高

口径

器高

口径(21

器高

整地層4 瓦器

釜

石垣5 前面

整地旧4 瓦

整地層4

鬼瓦

灰色シルト 土師器

′lヽ皿

口径 (9. N6/0灰色 日徐椰外面 ヨコナデ

器高二.55

体膊外面

庄椰外面 未劇縦

表8 A地区石垣5前面出土遺物観察表 1′2
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石垣5 前面

石垣5 前面

石垣5 前面
臨郎内両 サデ



色 調

10YR7/4
にぷい黄
橙色

法 撤
rr、 mゝ

口径 (3.1)

器高 l.4

種 類

ユ里腫

層位

H二 十 横 構

灰色シルト

石垣5 前面

石雄i5 前面

報告No.020

12図

出土地点

A地区

土師器

小皿

土師器

小ⅢL

口径(3,9)

器高 1.55

7.5YIt7/4

にぷい黄
橙色

報告No,021

12図

出土地点

A地区

報告No.022

12図

出土地点

A地区

灰色シル ト

灰色ンル ト

石垣5 前面

土師器

小皿

日径 (3.0)

器高二.2

10Yit7/3

にぷい黄
輸色

「 ]餘郎外面 ヨヨナデ

体椰外面

氏椰外面 水。ヨ雛

田緑部外西 ヨ〕ナデ

体郁ダぃ面

l【郁外面 木覇線

:,撤郁外耐 ヨ〕ナデ

体郎外耐

ュ【師外面 木用縦

調 整 手法

11韓部内面 ヨヨナデ

体F`内m

医部内面 J・デ

ti峰脇内両 ヨコナデ

体部内面

“

部ゝ内面 サデ

11韓部内面 ヨコナデ

体郎内lnl

h部内両 リア

‖撒郎内lmヨ 〕ナデ

体部内面

ュ【部内両 ナデ

11餘部内両

体市Ittlni

Iゝ部内面

出餘郎内ばllヨ コナデ後機力1"の

ヘラミガキ

体部内面 検方い1のヘラミガキ

h田 l内面

11破

““

内I価 二:コ ナデ

体郎内lm 機方向のヘラミガキ

報告No.023

12図

出 L地点

A地区

灰色ンルト

石垣5 前面

土鰤器

4ヽとlL

口径(9.2)

器高二。3

灰色シルト 瓦器

灰色シル ト 瓦器

石垣5 前mi

1〕歓郎外lni こ:コナデ

体話外両

ェk椰外面 本ぉH擁

7.5Y8/ユ灰 H韓
『
`外

面

白色

釉の色缶町
体郁外両 ヘラケズリ

7.5Y7

白色
止郎外mi ヘラケズリ

ナデ

N6/0灰色 t,撤

“

岳外側 ヨコナデ後快方向のヘ
ラミガキ

体脇外画 ユピオサエ

打ゝ郎外画

N5/0灰色 1】韓脇外画 ヨコナデ後強方向のヘ
ラミガキ

体話外面 ユLピオサエ後ut方向の
ヘラミガキ

報告No.024

12図

出土地点

A地区

灰色シルト

石垣5 備守面

磁器

白磁椀

日径

器高

報告No.025

12図

出土地点

A地区

報告No,026

12図

出土地点

A地区

報告No.027

12図

出土地点

A地区

灰色ンル ト 土師器

釜

口径(1

器高

日径

器商

口径

器高

10YR8/2
灰白色

桃

椀

監郁外耐

II練郎外面 ヨコナデ

〕【郎内面

田餘都内niヨ ,ナデ

体部内ni ケズリ

監郎内面

体出l外面 ヨコナデ

嵐nS外西

表8 A地区石垣5前面出土過物観察表2/2

10YI電7/3
にぷい黄
絶色

石垣5 nt面

石垣5 前面

-39-



～

―ト

図13 A地区石垣6平面図

(ツ$ 囲 M〕 031

CB.1

ば嬌

ヒ ¬

0‖

触 ni

慨 は期

tX螂

0

0

図14 A地区石垣6前面出土遺物実測図1/3

-10-

議〕ュ1   012



調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

回縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

2.5Y7/4浅

黄色

法 量
rrmゝ

口径8.8

器高 1.5

種 類

架 霜

土師器

/1ヽ 皿

層位

出 十 潰 構

石垣6 前面

報告No.028

14図

出土地点

A地区

報告No.029

14図

出土地点

A地区

報告No.030

14図

出土地点

A地区

報告No.031

14図

出土地点

A地区

報告No.032

14図

出土地点

A地区

報告No.033

14図

出土地点

A地区

報告No.034

14図

出土地点

A地区

報告No.035

14図

出土地点

A地区

報告No.036

14図

出土地点

A地区

土師器

/1ヽ 皿

口径8.8

器高 1.4

土師器

′lヽ皿

口径 9,0

器高 1,9

10YR7/2
にぶい黄

橙色
体部外面

底部外面 未調整

10YR7/3
にぶい黄
橙色

体部外面

底部外面 未調整

1(lYR7/4

にぶい黄

橙色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

10YR7/3
にぶい黄

橙色
体部外面

底部外面 未調整

7.5YR7/4
にぶい橙

色
体部外面

底部外面 ナデ

7.5■R7/4
にぶい橙

色

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外両

底部外面 ユピオサエ

25Y8/2灰 日縁部外面 ヨコナデ

白色

体部外面 ヨコナデ

底部外面

N5/0灰色

日縁部外画 ヨヨナデ

日縁部外面 ヨコナデ

口縁部外面 ヨヨナデ

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨヨナデ後横方向のヘ
ラミガキ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 リーデ

日縁部内面ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内両 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

日縁部内面 ヨヨナデ後横方向の
ヘラミガキ

土師器

小皿

口径 9.0

器高 19

土師器

皿

口径 (13

器高 2.1

土師器

皿

口径 (15

器高 2.6

土師器

皿

土師器

釜

瓦器

椀

口径

器高 2.5

口径

器高

口径 (13

器高

体部外面 横方向のヘラミガキ 体部内面 横方向のヘラミガキ

底部外面

表9 A地区石垣6前面出土遺物観察表司/2
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石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

底部内面



報告No.037

14図

出土地点

A地区

石垣6 前面

石垣6 前面

と巴土 遺 構

層位

椀

瓦器

哭 霜

種 類

口径 (14.0〕

器高

法 量
rr、m、

N5/0灰色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 横方向のヘラミガキ

底部外面

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

調 整 手 法

報告No.038

14図

出土地点

A地区

報告No.039

14図

出土地点

A地区

報告No.04()

14図

出土地点

A地区

報告No 041

14図

出土地点

A地区

報告No.042

14図

出土地点

瓦器

椀

瓦

軒平瓦

径

高

口

器

瓦器

椀

瓦器

椀

N5/0灰色 口縁部外面 ヨコナデ 日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部外面 横方向のヘラミガキ 体部内面 横方向のヘラミガキ

底部外面 底部内面

N6/0灰色 日縁部外面 日縁部内面

体部外面 ナデ 体部内面 横方向のヘラミガキ

底部外面  ヨコナデ 底部内面 ナデ

N5/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ 口縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部外面 横方向のヘラミガキ 体部内面 横方向のヘラミガキ

底部外面 底部内面

N6/0灰色 口縁部外面 口縁部内面

体部内面

底部内面

体部外面

底部外面

日縁部外面 日縁部内面

体部内面

底部内面

体部外面

底部外面

表9 A地区石垣6前面出土遺物観察表2/2

口径

器高

口径

器高

口径

器高

金属製品

鏡

口径

器高

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面

石垣6 前面
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のがある。

これらの出土遺物から石垣 5

は、石垣3の 築造時の15世紀代

に削平を受け、整地されたもの

と推定できる。

049

047
石垣6

A地区の北西寄 り部分で検出

している石垣6は 、31層上面で

検出してお り、前述 した石垣

050

図15A地区石垣6前面(整地層7・ 8)出土遺物実測図2/3  3・ 5と 同様に南北方向にのびて

いる。石垣の残存規模は、長さ

約5m。 高さ10～ 60cmを 淑1る 。

石組みは1段か ら3段 分残存 し、

人頭大か ら80cm前 後の割 り石

や自然石を積み上げている。

石垣6の 前面か らは、土師器

皿・釜、瓦器椀、軒平瓦、人花

鏡などが出土している。このう

ち、瓦器椀は回縁端部に段をも

写真16 A地区石垣6前面鏡出土状況 ち、断面逆台形ないし三角形を

呈する高台を底部に貼 り付けて

いる。土師器釜は、短 く外反する日縁部の端部に面を構成している。軒平瓦は、曲線顎を呈

する連珠文軒平瓦で界線内に珠文を配置している。青銅製の人花鏡は、直径10.2cmに復原で

きる。縁部の断面形は台形状を呈する。背面の施文は、摩減のため不明である。

石垣6の削平時に堆積した19～ 30層 は、前述 したように整地層7～ 9に 分けて掘削している。

このうち整地層7(21～23層 )・ 整地層8(24層 )か らは、12世紀～13世紀末頃の瓦器枕、土師器皿

が出土している。このうち、瓦器椀は日縁端部を丸 くおさめ、底部に断面三角形の高台を貝占

り付ける形態で、底部に一定方向のヘラミガキ調整を加えるものと口縁端部に段をつ くり、

体部全体をヘラミガキ調整するものがみられる。

また、整地層 7・ 8の 下層に堆積する整地層9か らは、12世紀後半～13世紀中頃の土師器

皿・釜・竃、瓦器皿・椀・四脚付鉢が出土している。土師器釜には日縁部が内傾し、端部に

面を構成するものと端部で短 く外反するものがある。竃は外面をハケメ調整で仕上げ、日縁

部直下に下向きに短 くのびる把手を貼 り付けている。瓦器皿は日縁端部に面をもち、底部内

面にジグザグ状の暗文を加えている。椀は日縁端部に段をもち、底部に断面三角形ないし方

051 048

20cm
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報告No 043

15図

出土地点

A地区 石垣 6

整地層7

出 土 遺 潜

層位

土師器

/1ヽ 皿

架 籍

種 類

口径 (8.6)

器高 1.4

法 量
rr、m、

7.5YR7/4
にぶい橙

色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

報告No 044

15図

出土地点

A地区

報告No.045

15図

出土地点

A地区

報告No 046

15図

出土地点

A地区

報告No.047

15図

出土地点

A地区

報告No.048

15図

出土地点

A地区

報告No.049

15図

出土地点

A地区

報告No.050

15図

出土地点

A地区

報告No.051

15図

出土地点

A地区

整地層7 瓦器

整地層7 瓦器

椀

整地層7 瓦器

椀

整地層8 瓦器

整地層8 瓦器

椀

整地層8

椀

土師器

/1ヽ 皿

口径 (1

器高

口径 (13.

器高

口径

器高

口径 (

器高

口径 (13.

器高3.3

口径 (8.8)

器高 1.5

ll)YR7/3

にぶい黄

橙色

N6/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ナデ

底部外面

N4/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユ ピオサエ

底部外面

N5/0灰色 口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ユピオサエ

底部外面

N6/0灰色 口縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面

N5/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面 ヨヨナデ

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

日縁部内面 ヨヨナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 ヨコナデ

底部内両

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内画

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

椀

整地層8 土師器

皿

口径 (

器高2.0

7.5YR7/4
にぶい橙

色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

回縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

土師器

皿

1(lYR7/4
にぶい黄
橙色

口径

器高 1.9

表10 A地区石垣6前面(整地層7・ 8)出土遺物観察表
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石垣6

石垣 6

石垣 6

石垣 6

石垣 6

石垣 6

石垣 6

石垣 6

整地層8

底部内面 ナデ
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図16 A地 区石垣6前面(整地層9)出土遺物実測図3/3
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報告No.052

16図

出土地点

A地区

石垣6

石垣6

整地層9

出 土 遺 構

層位

土師器

/1ヽ 皿

梨 籍

種 類

回径 9。 2

器高 1.6

法 量
rr、 m、

1(lYR7/3

にぶい黄

橙色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

底部外面 未調整

体部外面

回縁部内面 ヨヨナデ

底部内面 ナデ

体部内面

調 整 手 法

報告No.053

16図

出土地点

A地区

報告No,054

16図

出土地点

A地区

報告No.055

16図

出土地点

A地区

報告No 056

16図

出土地点

A地区

報告No.057

16図

出土地点

A地区

報告No.058

16図

出土地点

A地区

報告No.059

16図

出土地点

A地区

報告No.060

16図

出土地点

A地区

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

土師器

′lヽ皿

口径88
器高 1.5

土師器

′lヽ皿

口径 (9,6)

器高 1,8

2.5″/2灰 口縁部外面 ヨコナデ

黄色

体部外面

底部外面 来調整

2.57/2灰 回縁部外面 ヨヨナデ
黄色

体部外面

底部外画 未調整

2.5Y7/3浅 日縁部外面 ヨコナデ

黄色

体部外面

底部外面 未調整

2.5Y7/3浅 日縁部外面 ヨコナデ

黄色

体部外面

底部外面 未調整

25Y7/3浅 日縁部外面 ナデ
黄色

体部外面

底部外面 未調整

2.5Y7/2灰 日縁部外面 ヨコナデ

黄色

体部外面

底部外面 未調整

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

回縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

土師器

′lヽ皿

口径 8,6

器高 1.8

土師器

/1ヽ 皿

口径 9.0

器高 1.8

土師器

/1ヽ皿

口径 (9.2)

器高 1.5

土師器

小皿

口径92
器高 1.6

土師器

/1ヽ 皿

口 径 (9.2)

器高 1.8

10YR7/3
にぶい黄
橙色

日縁部外面 ヨコナデ

土師器

皿

10YR7/2
にぶい黄
橙色

体部外面

底部外面 未調整

口径 日縁部外面 ヨヨナデ

器高2.6

体部外面

底部外面 未調整

表呵司 A地区石垣6前面(整地層9)出土遺物観察表1/3
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石垣6

石垣6

石垣6

石垣6

石垣 6

石垣6

石垣6

整地層9



日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

日縁部外両 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユピオサエ

色 調

10YR7/2
にぶい黄

橙色

法 量
rr、mゝ

口径(13.0

器高 2.7

種 類

製 霜

土師器

皿

層位

出 十 清 構

整地層9

石垣 6

石垣 6

報告No.061

16図

出土地点

A地区

報告No,062

16図

出土地点

A地区

報告No.063

16図

出土地点

A地区

報告No.064

16図

出土地点

A地区

報告No.065

16図

出土地点

A地区

報告No.066

16図

出土地点

A地区

報告No,067

16図

出土地点

A地区

報告No.068

16図

出土地点

A地区

報告No.069

16図

出土地点

A地区

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

整地層9

土師器

皿

口径 (17

器高 3.0

7.5YR8/2
灰白色

土師器

釜

口径

器高

体部外面

底部外面 ユビオサエ

1(lYR7/2

にぶい黄

橙色
体部外面 ヨコナデ

底部外面

5YR6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ

色

体部外面 ヨヨナデ

底部外両

日縁部外面 縦方向のハケメ

体部外面 縦方向のハケメ

底部外面

N5/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部外面

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 積方向のヘラケズリ
後ナデ

底部内面

日縁部内面 横方向のハケメ

体部内面 積方向のハケメ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ後ジグザグ状暗

文

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ後ジグザグ状暗

文

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ後ジグザグ状暗

文

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

土師器

釜

口径

器高

土師器

竃

口径

器高

酬
　
Ⅷ

酷
　
Ⅷ

口径 (9.4)

器高 1.7

口径 (9.8)

器高 1.7

口径 (

器高

整地層9 瓦器 口径 ( N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

器高2.0

体部外面

底部外面 ナデ

N4/0灰色

皿

瓦器

椀

底部外面

表1l A地区石垣6前面(整地層9)出土遺物観察表2/3
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石垣6

石垣 6

石垣 6

石垣6

石垣 6

石垣 6

石垣6

整地層9

底部内面



報告No.070

16図

出土地点

A地区

石垣 6

石垣6

整地層9

出 十 潰 構

層位

瓦器

椀

器 霜

種 類

口径 (14.α

器高 5.2

法 量
rcm)

N5/0灰色

色 調

日縁部外面 ヨヨナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外画 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

底部外面

日縁部内面ヨヨナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 連結輪状暗文

調 整 手 法

報告No.071

16図

出土地点

A地区

報告No.072

16図

出土地点

A地区

報告No.073

16図

出土地点

A地区

報告No.074

16図

出土地点

A地区

報告No.075

16図

出土地点

A地区

整地層9 瓦器

整地層9 瓦器

整地層9 瓦器

椀

椀

椀

口径 14.8

器高54

口径 (15.

器高53

口径 14.0

器高5,2

N4/0灰色

5B4/1噺旨

青灰色

底部外面

N6/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ後横ヘラ

体部外画 ユピオサエ後横ヘラ

底部外面 ヨコナデ
ナデ

N4/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ後横ヘラ

日縁部外面 ヨコナデ後検方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内画 連絡輪状暗文

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横ヘラ

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

日縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

底部内面 ナデ

日縁部内画 ヨコナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面 ナデ後ジグザグ状暗

文

体部外面 ユビオサエ後検ヘラ 体部内面 横ヘラ

底部外面 ヨヨナデ 底部内面 連結輪状暗文

日縁部外面 ヨヨナデ後横ヘラ整地層9 瓦器 口径

整地層9 瓦器

四脚付鉢

椀
器高 5,1

体部外面 ユビオサエ後横ヘラ 体部内面 検ヘラ

底部外面 ヨコナデ

口径 N5/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

器高55
体部外面 横方向のヘラミガキ

底部外面 ヨコナデ
ナデ

表1l A地 区石垣6前面(整地層9)出土遺物観察表3/3

石垣 6

石垣 6

石垣 6

石垣6
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図17 A地区石垣8平面図

ヽ
欝

雨 竜 寛

＼
＼
電

20cm

図18 A地区石垣8前面(整地層10)出土遺物実測図

形の高台を貼 り付けている。底部内面には、連結輪状の暗文を施す。

このような整地層7・ 8・ 9の 出土遺物から石垣6は、13世紀中頃から末頃にかけて削平をう

け、埋没したものと推定できる。

石垣8

A地区の北寄 り部分で検出している石垣8は、前述した整地層9の 下面で確認している。石

垣8は 地山面をベースに築造されており、A地区北寄 り部分で検出している石垣3・ 5・ 6と 同

一方向にのびている。
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報告No.076

18図

出土地点

A地区 石垣8

整地層10

出 十 潰 構

層位

土師器

/1ヽ 皿

暴 種

種 類

口径 (7.6)

器高 1.4

法 量
rrm)

2.5Y8/2灰

白色

色 調

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

報告No.077

18図

出土地点

A地区

報告No.078

18図

出土地点

A地区

報告No 079

18図

出土地点

A地区

整地層10 土師器

皿

整地層10 瓦器

整地層10 瓦器

2.57/2灰 日縁部外面 ヨコナデ
黄色

体部外面 ユビオサエ

底部外面

N4/0灰色 日縁部外面

体部外面 ユビオサエ

底部外面  ヨヨナデ

N5/0灰色 日縁部外面

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 連結輪状暗文

日縁部内面

体部内面 検方向のヘラミガキ

底部内面 連結輪状暗文

口径

器高

椀

口径

器高

口径

器高
椀

体部外面 ユビオサエ

底部外面 ヨコナデ

表12 A地 区石垣8前面(整地層10)出土遺物観察表

石垣の残存規模は、南北約2.2m・ 高さ30cmを測る。石垣の使用石材は、いずれも幅40cm

程度の割 り石と自然石を横積みしている。

石垣8の西側に堆積する整地層10(35～40層 )に は、底部に断面逆台形を呈する高台を貼 り付

け、底部内面に連結輪状の暗文を施す12世紀後半の瓦器オ苑や土師器Ⅱとを含んでいる。これら

のことから石垣81よ、同期に削平され整地されたものと推定できる。

石垣9

A地区南西端部分では、表土・現耕作土・床土層を機械で除去後にL字形に届折する石垣9

を検出している。本石垣の規模は、南北長約10.8m・ 東西長約1.3m。 高さ30～50cmを測る。

南北方向の石組みのうち中央部分の約6.8mは、すでに崩壊している。

石垣は、人頭大から50cm程度の加工痕のない自然石や割り石を用いて積み上げ、保存状態

の良好な部分で3段分残存している。床土直下で検出していることや後述する15世紀代の遺物

を含む灰褐色シルト層を築造ベース面としていることから、石垣9は近世以降の築造と推定で

きる。

以上のようにA地区で検出している石垣について記述してきた。ここでは、それを整理し

ておきたい。
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石垣8

石垣8
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図20 A地区建物1実測図

A地区では、調査区北西部分で4列、北寄り

の中央部分で1列、南端部分で1列 を検出してい

る。北西部分に位置する4列 の石垣の方位は、

共通している。これらのうち、最も古く位置付

けることができるのは、石垣8で 12世紀後半で

ある。石垣8の次に築造されたのは、石垣6で 13

世紀と推定できる。さらに15世紀には、石垣3

と石垣5が続いて築かれている。

調査区中央北寄り部分の石垣 1、 南端部分の

石垣9は、近世以降に築造されている。

図19 A地 区石垣9平面図

建物1

A地区北端部に位置する建物11よ、東西2間・南北2間の総柱の掘立柱建物である。建物の東

西方向は、前述した石垣の方位と平行している。柱間寸法は、東西164m・ 南北1.84mを測

り、南北方向が20cm長い。建物を構成する柱穴の掘り方は、精円形ないし方形を呈する。

建物1の Pitl・ 2か らは、柱根を検出している。また、Pit5か らは、日章ガく部を丸くおさめ、

底部の高台を欠く14世紀前半の瓦器椀が出土している。

建物2

建物 21よ A地区の北端部に占地する東西3間 ・南北1間 の掘立柱建物である。前述した建物 1
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写真17 A地区石垣9コ ーナー部分

写真18 A地 区石垣9北側石列

の南側柱列と建物2の北側柱列は重複している。このことから建物1と建物21よ 、同時に営まれ

たものとは考えられない。

建物2の棟方位は建物 1と 共通する。建物を構成する柱穴の柱問寸法は、東西176m・ 南北

1,84mを測 り、南北方向が8cm長い。柱穴の掘 り方は、精円形ないし円形を呈する。Pitl・

4・ 5'6の掘 り方底面には、扁平な根石が残存している。

ピット6か らは、土師器皿が出土している。また、ピット8か らは、日縁部を尖 り気味にお

さめ、体部内外面をヘラミガキ調整する13世紀前半の瓦器椀を検出している。
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写真19 A地区建物1

写真20 A地区建物2

上城ユ

方形の平蘭i形を::!す る li城 1は、A地区中央束寄り部分に位‖している。底面iは中央部分が

周囲よりも世Iむ。底hiの川,用には、人頭大から馬頭人の制り石や山然石を方形に巡らしてい

る。石組みは、1段分残存している。

土城ユからは、ユ5世紀代の成部のWiむ 上師器 1‖と、日縁部内雨iに面をもつ形態で小部内面にす

りHが,見存する瓦器悧り鉾・椀、須想器、平瓦、九瓦が出上している。

土城3

土城31よ、A地区北寄りに位仕しており、束西方向を主軸とする。底Miは平
"!な

Wiを 11二する。

―
開

―
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0                          20cm
i      l      l

図21 A地区建物1・ 2出土遺物実測図

080

0

‖韓部外面 ヨヨナデ

図22 A地区建物2実測図

許ョ
E

2ml

田韓部内面 ヨコナデ

体部内画

歳膊内画 ナデ

口韓餌内面 ヨコナデ後機方向の
ヘラミガキ

体解内画 犠力lF`〕のヘラミガキ

V
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・
Ｃ３
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⑥
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報告No.081

21図

出土地点

A地区

報告Nα 032

21図

出土地点

A地区

5YR7/4に
ぷい絶色

体郁外 :硝

底郎外西 木嗣盤

表13 A地区建物1・ 2出土遺物観察表

報告Nα 080

21図

出土地点

A地区

瓦器 田径(13.3)

器高

N5/0灰色 W韓郎外西 ヨヨナデ後犠方向のヘ
ラミガキ

体餌外西 嶺方向のヘラミガキ

腹解外側

椀

建物2田t6

建物l Ht5

出 土 愛 油

層位

土師器

1ヽ皿

瓦器

続

理 鍾

種 類

口径 (9.1)

器高 1.6

日径 10。4

器高2.8

撫
N4/0灰色

色 調

口韓椰外面 ヨコナデ

体郁タト面 未嗣霊

磯椰タト画 未用儀

田 整 手法

臼al市内四ヨヨナデ

体郎内面 強方向のヘラミガキ

嵐郎内百 サ・デ

-54-
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図23 A地区土墳13実測図

図24 A地区土
'廣

1実測図

写真21 A地区土壌1完掘状況

li城 内からは、 13世紀代の上h瞬 器Ⅲ[・ 瓦器椀・須t忠器片とともに、外 hiに火を受け!R変 した

古
'rt‖

↓代の湘とみ合わせ式石枯の端 mi片が出 liしている。

li城 4

1i城 3の 1苗側に占地する上城4は、直径2.8耐 を‖Uる 円形の F`tti形 を持とする土城である。 上奴

内からは 12世紀後半から13世紀11半の li側
'器

‖と,釜・瓦器椀・須忠器片が出上している。瓦

器加の日縁部形態には、端削iに段をもつものと丸くおさめるものがある。

0
E
11)

`)1制

0
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写真22

A地区土城13検出状況

写真23

A地区土壌13検出状況

写真24

A地区上壌13検出状況

■ir
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写真25

A地区土壌10断面 遺物検出状況

写真26

A地区土壌3遺物出土状況

写真27

A地区土壌11遺物検出状況
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写真28 A地区旧耕上下PH54検出状況 写真29 A地区PR69根石検出状況

l｀ ri F

写真30 A地区P176根石検出状況 写真31 A地区PR内桂根検出状況

li城 2

ti城 2は、 A地区北端にあり、 V正径ユ。2mの円形を星する。土奴内の li∴Wに は、拳大から人

頭大の自然石・制り石がつまるとともに、 timF器 川とが出上している。

上城H
A地区中央にある上城ユ1は、直径約1.2mを測る。 li城の底は、平坦な市iをなす。上蚊の

“

L

土内からは、土m器Ⅲ[・ 瓦器枕・火谷、平瓦などが出 liしている。平瓦のWimiには、ユビナ

デを施して仕上げている。

上城ユ3

A地区中央に位世する土城13は、I辺2.2:Ⅵ前後の平両方形を里する。上城の底而は、平■1

な而iを なす。川!土内からは、15世紀の嵐部の肥Iむ形態の上師器側[が出上している。

-58-



083

潔
086

鶴 8

087

091

080

章

―

096

001 0鶴

閣

ω 7

囃

:00

1磁

硼

101

】03
20cm
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報告No.083

25図

出土地点

A地区

出 土 遺 構

土墳1

層位

土師器

小皿

熙 煙

種 類

口径(7.3)

を
"彎

高ユ.6

法 曇
rrniゝ

7.5YR7/4
にぷい橙
色

色 調

「 1敬郁外両 ヨコナデ

止郎外面 未編様

体郁外両

‖嫌r`内両 ヨコナデ

体椰l),両

ユ▼部内面 ナデ

調 整 手法

報告No.084

25優堅

出土地点

A地区

報告No.086

25い尉

出土地点

A地区

報告No.087

25綴劉

出土地点

A地区

報告No.038

25図

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径(7.3)

器高 1.6

1(lYR7/3

にぶい黄
橙色

瓦器

すり鉢

N3/0暗灰

5Y7/2灰
白色

口径

器高 色

H織膊外画 ヨコナデ

体4日外面

は郁外西 木罰舘

ri韓椰外西 強方向のハケメ後封〕
ナデ

体M外面 報方向のハケメ後ユピ
オサエ

盛nS外画

r:操部外面 ヨコナデ

体郁外両 り
・デ

監椰外面

田餘郎外面 ヨコナデ

体n3外面

1【郎外面 未弱億

L〕韓吊外面 ヨコナデ

体出8外両

成隔外雨 未劇箆

r,録椰外雨 ヨコナデ

体幅外面

庄郁外面 未羽縦

11撤常

“

外面 ョコナデ

体椰外両

成郁外両 米劇縦

H餘郎外面 ヨコナデ

体市任外画

打ゝ郎外I∬ 米ぶ将黎

「 1様硝内面 ヨコナデ

体部内面

嵌縣内前 リデ

ri韓

“

内面 ヨコナデ

体部内両 スリメ

厳部内雨

聞隷硝内面 ヨヨナア

体部内面 ナデ

残郎内面

1〕搬椰内両 ヨコナデ

体郁
`〕

u面

止部内面 り・デ

11像部内画 ヨヨナデ

体田内耐

止椰内面 ナデ

‖嫌部内面 ヨコナデ

体 l平

`内

面

μk椰内面 サ‐デ

田爆れ∬時両 ヨ〕ナデ

体部内面

威郎内両 サデ

ti嫌郎内 lRlヨ コナデ

体硝内面

成鵬内tn サ‐デ

土師器

'Fヽ

口径 (16。

器高

土師器

小皿

口径(9,0)

器高 1.6

2.5Y7/3浅

黄橙色

土墳4

報告Nα OB9

25図

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径 (8.6)

器高 1.7

10YR7/3
にぶい黄
橙色

土墳4

報告Nα 090

25脱コ

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径9,0

器高 1.6

10YR6/4
にぷい黄
粒色

こと壊4

報告No.091

25図

出土地点

A地区

上師器

小皿

口径 (8。 8)

器商 1.4

7.5YIミ8/3
浅黄橙色

報告No.092

25図

出土地点

A地区

土師器

′lヽ皿

口径9.0

器高 1.6

10YR7/3
にぷい黄
絶色

表14 A地区土ナ廣1・ 2・ 3・ 4・ 11・ 13・ 14・ 23出土遺物観察表1/3

-∞ ―

土壊2

土墳l

土墳1

上壊4

土墳4



調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部外両 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

2.昴″/3浅
黄橙色

法 量

``ヽ

m)

口径 (8,4)

器高 1,7

種 類

繋 ソ餞

土師器

小皿

層位

出 土 遺 構

土猿4

報告No 093

25[コ

出土地点

A地区

報告No.094

25図

出土地点

A地区

報告No.095

25図

出土地点

A地区

報告No.096

25図

出土地点

A地区

報告No.097

25[珊

出土地点

A地区

報告No.098

25[コ

出土地点

A地区

報告No.099

25[コ

出土地点

A地区

土師器

皿

口径 (13.

器高2.6

土師器

皿

口径

器高24

1()YR7/3
にぶい黄
橙色

体部外面

底部外面 未調整

7.5YR7/4
にぶい橙

色
体部外面

底部外面 未調整

N5/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

体部外面 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

底部外面

日縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

底部外面

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外両

底部外両 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面ヨヨナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

口縁部内面ヨコナデ後検方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

口縁部内面 ヨヨナデ後積方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

回縁部内面 ヨコナデ

体部内而

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内画 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

椀

瓦器

瓦器

椀

土師器

/1ヽ 皿

口径

器高

口径 (1

器高

口径 (14.

器高

口径 7.0

器高 1.8

N6/0灰色

10YR7/4
にぶい黄

橙色

底部外面

N6/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ瓦器

椀

土
'農

13

報告No.100

25房コ

出土地点

A地区

報告No.101

25図

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径 7.4

器高 1.8

1(lYR7/4

にぶい黄

橙色

土師器

/1ヽ 皿

口径8.2

器高 1.7

7.5YR7/4
にぶい橙

色
体部外面

底部外面 未調整

表司4 A地区土ナ廣1・ 2・ 3・ 4・ 11・ 13・ 14・ 23出土遺物観察表2/3
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報告No.102

25Eコ

出土地点

A地区 土墳13

出 土 遺 構

眉位

土師器

′
lヽ皿

果 霜

種 類

口径7.6

器高 1.8

法 量
rr、m、

10YR7/4
にぶい黄

橙色

色 調

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底苫ヽ外面 未調整

調 整 手 法

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

報告No 103

25優コ

出土地点

A地区

報告No.104

25優コ

出土地点

A地区

報告No.105

25[剛

出土地点

A地区

報告No 106

25燒コ

出土地点

A地区

土師器

/1ヽ 皿

口径 7.8

器高 1.7

土師器

小皿

口径

器高 1.8

5YR8/3淡
橙色

7.5YR7/4
にぶい橙

色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユ ビオサエ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面

体部外面

底部外面

日縁部外面

体部外面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内画

石製品

石棺

1()YR8/3

浅黄色

7.5YR5/3
にぶい褐

色

口径

器高

瓦

平瓦

口径

器高

底部外面

表14 A地区土壌 1・ 2・ 3・ 4・ 11・ 13・ 14・ 23出土遺物観察表3/3

土壌14

土】廣23

土壌3

土壌11
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図26 A地 区墓 1・ 溝 1・ Pl1 9'21・ 25。 27・ 28・ 60・ 47・ 65。 147。 159'6出 土遺物実測図
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報告No.107

26涯]

出土地点

A地区 墓 1

出 十 積 構

層位

土師器

ノlヽ皿

器 冠

種 類

口径 (82)

器高 1.6

法 量
rrmⅢ

1()YR7/4

にぶい黄

橙色

色 調

回縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調控

調 整 手 法

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

報告No.108

26図

出土地点

A地区

報告No.109

26図

出土地点

A地区

報告No。 110

26図

出土地点

A地区

報告No.111

26図

出土地点

A地区

報告No.112

26姫コ

出土地点

A地区

報告No.113

26図

出土地点

A地区

報告No l14

26図

出土地点

A地区

報告No■ 5
26図

出土地点

A地区

土師器

/1ヽ 皿

口径 (7.6)

器高 1.7

土師器

′lヽ皿

口径 (8.6)

器高

1(lYR7/4

にぶい黄

橙色

2.5Y8/3淡 日縁部外面 ヨコナデ

黄色

体部外面

底部外面 ユビオサエ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内両 ヨコナデ

体部内面

底部内画 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内画 ナデ

1(lYR3/1

灰白色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユビオサエ

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

土師器

/1ヽ 皿

口径8.6

器高 1,7

土師器

′lヽ皿

口径 (8.2)

器高 125

7.5YR7/6
橙色

瓦

軒平瓦

口径

器高 色

N3/0暗灰 口縁部外面

体部外面

底部外面

N4/0灰色 日縁部外面

体部外面

底部外面

瓦

平瓦

土師器

′lヽ皿

口径

器高

口径 (3.2)

器高 1.2

2.5YR8/2
浅黄色

土師器

/1ヽ 皿

口径8.4

器高 1,3

7.5YR6/6
橙色

底部外面 未調整

表 15 A地 区墓 1・ 溝 1・ P t1 9・ 21・ 25'27・ 28・ 60。 47・ 65。 147・ 159・ 6出土遺物観察表司/4

-64-

墓 1

墓 1

溝 1

溝 1



調 整 手 法

口縁部内面ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

1()YR7/4

にぶい黄

橙色

法 量
rrm)

口径 (3.4)

器高 135

種 類

ヨ里冠

土師器

′lヽ皿

層位

出 ■ 漬 構

溝 1

報告No。 ■6

26図

出土地点

A地区

報告No.117

26彊コ

出土地点

A地区

報告No.■ 8

26,コ

出土地点

A地区

報告No。 119

26優コ

出土地点

A地区

報告No.120

26図

出土地点

A地区

報告No.121

26図

出土地点

A地区

報告No.122

26図

出土地点

A地区

報告No.123

26図

出土地点

A地区

報告No。 124

26涯コ

出土地点

A地区

土師器

/1ヽ 皿

口径7.2

器高 1.4

2.5W電/3
淡黄色

土製品

ミニチュ

ア土器

土師器

皿

口径 6.0

器高 3.2

5YR7/4に
ぶい橙色

口径 (10

器高

1(lYR7/4

にぶい黄

橙色

日縁部外雨 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユピオサエ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユピオサエ

底部外面

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ後横ヘラ

体部内面 横ヘラ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ後横ヘラ

体部内面 横ヘラ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

土師器

皿

口径 (12

器高 2.1

7.5YR7/4
にぶい橙

色

瓦器

椀

瓦器

椀

土師器

′lヽ皿

口径 (13

器高

N3/0暗灰
色

口径 (12

器高

N3/0暗灰
色

口径 9,2

器高 1,8

7 5YR7/3
にぶい黄

橙色

土師器

/1ヽ 皿

口径 (8.8)

器高 1.6

1(lYR7/3

にぶい黄

橙色

表 15 A地区墓 1・ 溝 1・ Pl19。 21・ 25。 27・ 28・ 60・ 47・ 65。 147・ 159。 6出土遺物観察表2/4
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Pit19

Pit21

溝 1

溝 1

溝 1

溝 1



報告No.125

26膠珊

出土地点

A地区

Pit60

Pit69

出 土 潰 構

層位

土師器

′lヽ皿

架 籍

種 類

口径 (8.6)

器高 1,6

法 量
rr、mゝ

lllYR7/4

にぶい黄

橙色

色 調

口縁部外面 ヨコナデ

底部外面 未調整

体部外面

日縁部内面 ヨコナデ

底部内面 ナデ

体部内面

調 整 手 法

報告No。 126

26伝コ

出土地点

A地区

報告No。 127

26[コ

出土地点

A地区

報告No.128

26優コ

出土地点

A地区

報告No.129

26優コ

出土地点

A地区

報告No 130

26優コ

出土地点

A地区

報告No 131

26優コ

出土地点

A地区

報告No.132

26Eコ

出土地点

A地区

報告No.133

26優コ

出土地点

A地区

土師器

/1ヽ皿

口径(76)

器高 13
1(lYR7/3

にぶい黄
橙色

土師器

/1ヽ皿

口径 (8.6)

器高 14
1(lYR7/3

にぶい黄

橙色

体部外面 ユビオサエ

底部外面

N4/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ後横ヘラ

体部内面 横ヘラ

底部内面

口縁部内面 ヨヨナデ後横ヘラ

体部内面 横ヘラ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

瓦器

椀

瓦器

椀

土師器

/1ヽ 皿

口径

器高

口径 (13

器高

口径9,4

器高 1.5

N3/0暗灰
色

10YR7/4
にぶい黄

橙色

土師器

皿

口径

器高 3.3

5YR7/41こ

ぶい橙色

土師器

′lヽ皿

口径 (8.8)

器高 1.4

体部外面

底部外面 ナデ

5YR8/4淡 口縁部外面 ヨヨナデ
橙色

体部外面

底部外面 未調整

5YR6/6橙 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

土師器

′lヽ皿

口径 (9,2)

器高 1.5 色

底部外面 未調整

表15 A地 区墓 1・ 溝司。P旧 9'21・ 25・ 27・ 28・ 60。 47・ 65。 147。 159・ 6出土遺物観察表3/4

-66-

Pit60

Pit60

Pit60

Pit28

Pit28

Pit25

Pit25



調 整 手 法

日縁部内面 ヨヨナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面

底部内面 ジグザグ状暗文

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユ ビオサエ

色 調

5B4/1暗
青灰色

法 量

`nm)
口径 9.3

器高2.2

種 類

槃 ノF藍

瓦器

/1ヽ 皿

層位

出 土 遺 構

Pit27

報告No.134

26Eコ

出土地点

A地区

報告No.135

26図

出土地点

A地区

報告No 186

26図

出土地点

A地区

報告No.137

26,コ

出土地点

A地区

報告No。 138

26[国

出土地点

A地区

報告No.139

26,コ

出土地点

A地区

報告No.140

26図

出土地点

A地区

土師器

皿

口径 (11

器高

瓦器

椀

口径

器高

口径

器高21

10YR7/3
にぶい黄

橙色

N5/0灰色

7.5Ч駅7/4
にぶい橙

色

N7/0灰白
色

5YR5/8明
赤褐色

N5/0灰色 回縁部外面

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

口縁部内面ヨヨナデ

体部内面

底部内面

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

底部内面

日縁部内面ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ヨヨナデ

底部内面 ナデ

日縁部内面

体部内面 ナデ

底部内面 ナデ

体部外面 ユピオサエ後横方向の 体部内面 積方向のヘラミガキ
ヘラミガキ

土師器

皿

底部外面

口縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面

底部外面 放射線状のヘラミガキ

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ヨヨナデ

底部外面 回転ヘラケズリ

日縁部外面

体部外面 縦方向のヘラミガキ

底部外面 ヨコナデ

須恵器

杯

口径 (11

器高 3.1

弥生土器

甕又は壷
の底部

瓦器

火舎

口径

器高

口径

器高

口縁部内面

体部外面 縦方向のヘラミガキ 体部内面 ナデ

底部内面 ナデ底部外面 ナデ

表15 A地区墓す。,毒 1・ P t19・ 2司 。25・ 27 28 60・ 47・ 65。 147・ 159・ 6出土遺物観察表4/4

Pitl

Pit159

Pit159

Pit65

Ht147

Pit47
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0 20cm

141

142

143

口縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

報告No.142

27[コ

出土地点

A地区

報告No 143

27Eコ

出土地点

A地区

瓦

軒平瓦

瓦

軒平瓦

図27 A地区瓦面出土軒瓦実測図

口径

器高

10G6/1緑 日縁部外面
灰色

体部外面

底部外面

口径

器高

5BG5/1青 日縁部外面
灰色

体部外面

底部外面

表16 A地 区瓦面出土軒瓦観察表

報告No.141

27,コ

出土地点

A地区 瓦面

出 土 遺 構

層位

瓦

軒平瓦

果 霜

種 類

口径

器高

法 量
rr、 mゝ

5BG6/1青
灰色

色 調

口縁部外面

体部外面

底部外面

調 整 手 法

日縁部内面

体部内面

底部内面

瓦面

瓦面
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報告No.144

28優コ

出土地点

A地区

灰褐色シル ト

出 土 遺 構

層位

土師器

′lヽ皿

槃 冠

種 類

口径9.2

器高21

口径 7.9

器高 1.7

法 量
rr、m、

5YR6/6橙
色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユピオサエ

調 整 手 法

日縁部内面ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

報告No 145

28優コ

出土地点

A地区

報告No.146

28E剛

出土地点

A地区

報告No.147

28図

出土地点

A地区

報告No.148

28図

出土地点

A地区

報告No.149

28図

出土地点

A地区

報告No.150

28[コ

出土地点

A地区

報告No.151

28張コ

出土地点

A地区

報告No.152

28Eコ

出土地点

A地区

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

土師器

ノlヽ皿

土師器

/1ヽ 皿

口径 7.2

器高18 色

5YR6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ 日縁部内面 ヨヨナデ

色

体部外面 体部内面

底部内面 ナデ底部外面 ユビオサエ

5YR6/6橙 口縁部外面 ヨヨナデ 日縁部内面 ヨコナデ

体部外面 体部内黒h

底部外面 未調整 底部内面 ナデ

7.5YR7/4
にぶい橙

色
体部外面 体部内面

底部外画 ナデ 底部内面 ナデ

5YR6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ 口縁部内面ヨコナデ

色

体部外面 体部内面

底部外面 ユビオサエ 底部内面 ナデ

税R6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ 口縁部内面 ヨコナデ

体部外面 体部内面

底部外面  ユ ビオサエ 底部内面 ナデ

回縁部外面 ヨコナデ 口縁部内画 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ 口縁部内面 ヨコナデ

体部外面 回転ヘラケズリ 体部内面 ヨヨナデ

底部外面 ナデ 底部内面

2.5偲/3淡 口縁部外面 ヨヨナデ 口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ユピオサエ

土師器

皿

口径 12.2

器高2.4

日縁部外面 ヨコナデ 日縁部内面 ヨコナデ

土師器

/1ヽ 皿

口径 (9.6)

器高20

土師器

ノlヽ皿

土師器

小皿

口径 9。4

器高 1.6 色

口径 7.2

器高20
5YR6/6橙
色

陶器

緑釉小皿

口径 (9,8)

器高 2.0

7.5Y8/2灰

白色
釉の色調
7.5Y6/2灰

オリーブ

色

土師器

釜

口径

器高 黄色

体部外面 ヨコナデ

底部外面

表17 A地 区灰褐色シル ト出土遺物観察表1/3
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灰褐色シル ト

底部内面



日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 積方向のヘラケズリ

底部内面

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ヨコナデ

底部外面

調 整 手 法色 調

5YR6/6橙
色

法 量
rr、m、

口径(34.0

器高

種 類

界 冠

土師器

釜

層位

出 土 遺 構

灰褐色シル ト報告No.153

28図

出土地点

A地区

報告No.154

28Eコ

出土地点

A地区

報告No 155

28[コ

出土地点

A地区

報告No.156

28Eコ

出土地点

A地区

報告No.157

28優コ

出土地点

A地区

報告No 158

28図

出土地点

A地区

報告No.159

28図

出土地点

A地区

報告No 160

28図

出土地点

A地区

報告No.161

28[コ

出土地点

A地区

灰褐色シル ト

灰褐色シルト

灰褐色シルト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

磁器

白磁椀

口径

器高

7.昴お/1灰 日縁部外面

白色

釉の色調
7.5P/2灰
白色

体部外面

底部外面

日縁部外面

日縁部外面

体部外面 回転ヘラケズリ

底部外面 回転ヘラケズリ

口縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユビオサエ後横方向の
ヘラミガキ

底部外面

日縁部外面 ヨヨナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユピオサエ後横方向の
ヘラミガキ

日縁部内面

体部内面

底部内画

口縁部内面

体部内面 ヨコナデ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 スリメ

底部内両

日縁部内面

体部内面

底部 lttl画

日縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 Ⅲミ方向のヘラミガキ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

口縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

磁器

青磁椀

N7/0灰色
釉の色調
5G7/1灰
白色

口径

器高

磁器

青磁椀

口径 (15

器高65

体部外面 回転ヘラケズ リ

底部外面 ヘラケズ リ

75Y8/1灰 日縁部外面 ヨコナデ

白色

釉の色調
10GY7/1
明緑灰色

体部外面 回転ヘラケズリ

底部外面 回転ヘラケズリ

7.5M/3ヤこ

ぶい赤褐

色

日縁部外両 ヨコナデ

体部外面 ヨコナデ

底部外画

陶器

すり鉢

口径 (19

器高

灰褐色シル ト 瓦器

椀

灰褐色 シル ト 瓦器

椀

瓦器

2.5Y7/2灰

黄色

釉の色調
7.5FF6/3/「

リーブ黄
色

N4/0灰色

N4/0灰色

陶器

古瀬戸椀

口径

器高

口径

器高

口径

器高

底部外面

口径

器高

N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 未調整

底部外面

表17 A地 区灰褐色シル ト出土遺物観察表2/3
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報告No.162

28Eコ

出土地点

A地区

灰褐色シルト

出 土 遺 構

層位

瓦器

椀

架 霜

種 類

口径 (11.引

器高 2.5

法 量
rと、m、

N5/0灰色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 未i闘整

底部外面

調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

報告No 163

28優コ

出土地点

A地区

報告No.164

28図

出土地点

A地区

報告No.165

28優コ

出土地点

A地区

報告No.166

28,コ

出土地点

A地区

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

瓦器

すり鉢

口径

器高

N6/0灰色 口縁部外面 ヨヨナデ 口縁部内面 積方向のハケメ

体部内面 左上がりのハケメ後
スリメ

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

瓦器

すり鉢

口径

器高

体部外面 横方向のヘラケズリ

底部外面

N6/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ 日縁部内面 積方向のハケメ

体部外面 積方向のヘラケズリ 体部内面 スリメ

底部外面 底部内面

瓦

軒平瓦

2.5GY6/1
オリーブ
灰色

2.5GY4/1
暗オリー

ブ灰色

日縁部外面

体部外面

底部外面

日縁部外面

体部外面

口径

器高

瓦

軒平瓦

口径

器高

底部外面 底部内面

表17 A地 区灰褐色シル ト出土遺物観察表3/3

墓1

A地区の中央部に位置する墓 11よ、隅丸方形の平面形を呈し、南北方向に主軸をおく。平坦

な土媛の底面には、全面に平瓦・丸瓦・連珠文軒平瓦の破片の凸面を上に向けて敷きつめて

いる。瓦の上面には、日縁部を上に向けた状態の8点の土n,器皿が出土している。土師器は、

体部外面にユビオサエ痕を残す特徴から15世紀代 と推定できる。連珠文軒平瓦は、段顎で界

線内に14の珠文を配している。平瓦のなかには、凹面にヘラ状工具で施文したものがある。

土媛内からは、人骨片や焼土・炭を検出していない。

溝 1

A地区の中央部分に南北方向にのびる溝 1とこは拳大の礫を平行にならべ、その上部に蓋石を

かぶせ石組暗渠を築いている。滞 1の埋土には、13世紀から15世紀代の土師器・瓦器が含まれ

る。溝2・ 3・ 5は溝 1と 直交し、東西方向をとる。
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179

182
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図29 A地区整地層5出土遺物実測図

溝1か らは、土師器皿・托・ミニチュア釜、瓦器枕、須恵器壷、青磁椀、平瓦・丸瓦の瓦類

が出土している。これらのうち、瓦器オ宛の日縁端部には、段をもつものが含まれる。また、

土師器ⅡLに は、底面の凹む形態を呈するものも検出している。これらの特徴から溝 1のチ
lと土内

には、13世紀から15世紀代の遺物が含まれている。

Pit

Pitは A地 区北寄 りに分布するのに対 して、中央か ら南寄 り部分か らは未検出である。

Pitは直径 20～40cmで 、底面に根石 を据え付けたものや柱根の残存するものがある。Pitか
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報告No。 168

29[コ

整地層5 土師器

′lヽ皿

口径 (7.8)

器高 1.4

出土地点

A地区

報告No.167

29優]

出土地点

A地区

整地層5

出 土 遺 構

層位

土師器

′lヽ皿

架 ソr重

種 類

口径 7.7

器高 1.5

法 量
rrmゝ

10YR7/4
にぶい黄

橙色

日縁部外面 ヨコナデ 日縁部内面 ヨヨナデ

体部外面 体部内面

底部外面 未調整 底部内面 ナデ

7.5YR7/4
にぶい橙

色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

調 整 手 法

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

報告No.169

29,コ

出土地点

A地区

報告No.170

29礎コ

出土地点

A地区

報告No.171

29Eコ

出土地点

A地区

報告No.172

29F田

出土地点

A地区

報告No.173

29,電

出土地点

A地区

報告No.174

29優コ

出土地点

A地区

報告No.175

29[コ

出土地点

A地区

整地層5 土師器

/1ヽ 皿

整地層5 土師器

/1ヽ 皿

整地層5 土師器

皿

整地層5 土師器

皿

整地層5 土師器

皿

整地層5 土師器

釜

土製品

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外両

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユビオサエ

日縁部外面 ヨコナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日禄部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ヘラケズリ後ナデ
ユピオサエ

底部内面

口縁部内面 ナデ

体部内面

回径8.2

器高 1.7

7.5YR7/4
にぶい橙

色

口径 (9.2)

器高 1.5

7.5YR6/4
にぶい橙

色

口径

器高2.4

10YR7/4
にぶい黄
橙色

口径 13.0

器高 2.3

7.5YR8/3
浅黄橙色

口径 13.6

器高 2.8

7.5YR8/8
浅黄橙色

口径

器高

5激電 /4に
ぶい橙色

体部外面 ナデ

底部外面

5YR6/6橙 日縁部外面 ナデ口径4.8

器高3.2 色
ミニチュ

ア土器
体部外面

底部外面 ナデ

表18 A地 区整地層5出土遺物観察表1/2
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整地層5

底部内面 シポリメ



日縁部内面

体部内面 ナデ

底部内面 ナデ

調 整 手 法

体部外面 ヘラケズリ後縦方向の

ハケメ

底部外面 ヘラケズリ

日縁部外面

色 調

7.5Y7/1灰

白色

釉の色調
7.5Y6/3オ
リープ黄

色

法 量
rrm、

口径

器高

種 類

製 霜

磁器

青磁椀

層位

出 土 遺 構

整地層5報告No。 176

29[コ

出土地点

A地区

報告No.177

29[コ

出土地点

A地区

報告No.178

29優コ

出土地点

A地区

報告No.179

29[コ

出土地点

A地区

報告No。 180

29[コ

出土地点

A地区

報告No.181

29涯]

出土地点

A地区

報告No.182

29優コ

出土地点

A地区

報告No.183

29Dコ

出土地点

A地区

報告No.184

29Eコ

出土地点

A地区

整地層5 瓦器

椀

整地層5 瓦器

椀

整地層5 瓦器

整地層5 瓦器

整地層5 瓦器

整地層5

口径 (13

器高5,8

回径 13.4

器高4.5

口径 15,2

器高4.5

口径 15.0

器高 5.0

口径 15.0

器高4.6

口径28.2

器高 10.0

N5/0灰色

N5/0灰色

N5/0灰色

N5/0灰色

体部外面 ユピオサエ後横方向の 体部内面 横方向のヘラミガキ
ヘラミガキ

底郎外面
底部内面

口縁部外面 ヨコナデ後検方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユピオサエ

底部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

日縁部外面 ヨヨナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ユピオサエ後横方向の

ヘラミガキ

底部外面 ヨヨナデ

口縁部外面 ヨヨナデ後横方向のヘ
ラミガキ

日縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面 ナデ

日縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

日縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ヨコナデ

底部内面 ナデ

椀

椀

椀

須恵器

鉢

体部外面 ユビオサエ

底部外面 ヨヨナデ

N4/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面 ヨヨナデ

N6/0灰色 口縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ヨコナデ

底部外面 ナデ

N5/0灰色 口縁部外面

10R5/4赤
褐色

日縁部内面

体部外面
体部内面

底部外面 底部八面

□縁部外面 ヨコナデ 口縁部内面 ヨコナデ

体部外面 ヘラケズリ後ナデ
体部内面 ナデ

整地層5 瓦

軒平瓦

口径

器高

陶器

甕

口径

器高

底部外面

表18 A地 区整地層5出土遺物観察表2/2
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底部内面



0

185

20cm

図30 A地区サブトレンチ出土遺物実測図

表19 A地区サブトレンチ出土遺物観察表

186 188

190 191

194

196

197

図31 A地区土器集積部分出土遺物実沢」図

らの出土遺物には、弥生土器から14世紀の土師器・瓦器がある。

石垣の築造に伴う整地層からの出土造物については、既述した。以下では、A地区の他の

堆積層から出土している遺物を図示しておく。

瓦面出土遺物

A地区の南端部分、後述するB地区の瓦面と連続する部分から出土している遺物である。

出土遺物は、平瓦・丸瓦・軒丸瓦・軒平瓦などの瓦類がある。軒平瓦は同文の均整唐草文

瓦のみである。

報告No.185

30[コ

出土地点

A地区 サブトレンチ

出 土 遺 構

層位

瓦

軒平瓦

黎 冠

種 類

口径

器高

法 量
rr、m、

10Y7/1灰
白色

色 調

日縁部外面

体部外面

底部外面

調 整 手 法

口縁部内面

体部内面

底部内面
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日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

7.5畿殻 7/
4にぶい橙

色

法 量
rrmⅢ

口径 (8.4)

器高 1.6

種 類

槃 霜

土師器

′lヽ皿

層位

出 十 漬 構

土器集積

土器集積

報告No.186

31図

出土地点

A地区

報告No,187

31図

出土地点

A地区

報告No.188

31図

出土地点

A地区

報告No.189

31図

出土地点

A地区

報告No.190

31図

出土地点

A地区

報告No 191

31図

出土地点

A地区

報告No.192

31図

出土地点

A地区

報告No.193

31図

出土地点

A地区

報告No.194

31図

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径 8.2

器高 1.2

土師器

/1ヽ 皿

回径 8.1

器高 155

1(lYR7/3

にぶい黄

橙色
体部外面

底部外面 未調整

25Y8/2灰 日縁部外面 ヨヨナデ

白色

体部外面

底部外面 未調整

1(lYR8/3

浅黄橙色

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ

日傷1部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

土師器

小皿

口径 (9,0)

器高 1.7

土師器

皿

口径 (1

器高 2.5

5お/2灰
白色

土師器

皿

口径 13.8

器高26
lCIYR7/4
にぶい黄

橙色

土師器

皿

体部外面

底部外面 未調整

口径 7.5お/3浅 日縁部外面 ヨコナデ

器高 2.5 黄橙色

体部外面

底部外面 未調整

土師器

托 (は し

置き)

瓦器

′lヽ皿

口径

器高

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ナデ

底部外面

N4/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ口径8.4

器高 1.85

体部外面

底部外面 未調整

表20 A地区土器集積部分出土遺物観察表 1/2
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土器集積

土器集積

土器集積

土器集積

土器集積

土器集積

土器集積



報告No.195

31図

出土地点

A地区

土器集積

土器集積

出 土 遺 構

層位

珊
　
側

巣 霜

種 類

口径 8.2

器高 19

法 量
rrmゝ

N6/0灰色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

報告No.196

31図

出土地点

A地区

報告No.197

31図

出土地点

A地区

報告No 198

31図

出土地点

A地区

報告No.199

31図

出土地点

A地区

報告No.200

31図

出土地点

A地区

報告No.201

31図

出土地点

A地区

酬
　
Ⅷ

酷
　
Ⅷ

瓦器

椀

瓦器

椀

瓦器

椀

瓦器

椀

口径8.8

器高 1.55

口径9,2

器高 1,7

口径

器高

口径 (1

器高

口径 (1

器高

N6/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

N5/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 未調整

底部外面

N4/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 未調整

底部外面

N5/0 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 未調整

底部外画

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

日縁部内面 ヨヨナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

口縁部内面ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

表20 A地区土器集積部分出土遺物観察表2/2

土器集積

土器集積

土器集積

土器集積

N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

底部外面

体部外面 未調整

底部内面

口径 (15

器高
体部内面 積方向のヘラミガキ

日縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

土器集積
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205

20cm

図32 A地区黒褐色シル ト出土遺物実測図

0

報告No.203

32Eコ

出土地点

A地区

報告No.204

32優コ

出土地点

A地区

報告No.205

32[圏

出土地点

A地区

報告No.206

32隈判

出土地点

A地区

黒褐色シル ト 口径 (9,0)

器高 1.8

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト 瓦器

黒褐色シルト 瓦器

椀

2.5Y8/2灰 回縁部外面 ヨヨナデ

白色

体部外面

底部外面 未調整

7.5YR7/3
にぶい橙

色

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

6/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ユピオサエ

底部外面

5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

口縁部内面ヨヨナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面

土師器

/1ヽ 皿

土師器

ノト皿

口径 (8.3)

器高 1.2

椀

口径

器高

口径 (1

器高

表21 A地区黒褐色シル ト出土遺物観察表

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

1()YR3/3

浅黄橙色

法 量
rr、rn、

口径 (9,0)

器高 1.9

種 類

果 種

土師器

/1ヽ皿

層位

出 土 遺 構

黒褐色シル ト報告No.202

32[コ

出土地点

A地区
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211

217 218

220 221

223

£
224

226

図33 A地区灰色砂まじリシル ト出土遺物実測図

灰褐色シル ト出土遺物

A地区の中央から南寄 り部分の西側に堆積する土層からの出土遺物である。

出土遺物には、13世紀後半から15世紀代の土師器皿・釜、瓦器枕・す り鉢、陶器杭 。す り

鉢、磁器椀、緑釉陶器皿、運珠文軒平瓦・唐草文軒平瓦がある。このうち土師器釜は、日縁

部が外反し、端部を内側に巻き込むものと内傾する日縁部の端部を丸 く肥厚させるものがあ

る。日縁部を丸 くおさめる瓦器杭は、底部を丸 く仕上げ、高台を欠いている。す り鉢は、日

縁端部を尖 り気味に仕上げ、体部外面を横方向にヘラケズリ調整している。青磁・白磁の椀

は、底部を削 り出したものである。軒平瓦には、曲線顎で界隷内に珠文を配するものと、段

顎で均整唐草文を施すものを検出している。

/,

づ 切
h

0 20cm
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調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

7.5YR6/4
にぶい橙

色

法 量
rrm)

口径8.0

器高 1.6

種 類

哭 霜

土師器

/1ヽ 皿

層位

出 十 潰 構

灰色砂まじり

シ)レ ト
報告No.207

33E雪

出土地点

A地区

報告No.208

33Eコ

出土地点

A地区

報告No.209

33優コ

出土地点

A地区

報告No.210

33握コ

出土地点

A地区

報告No.211

33伝雪

出土地点

A地区

報告No.212

33優コ

出土地点

A地区

報告No.213

33[コ

出土地点

A地区

報告No.214

33[コ

出土地点

A地区

報告No.215

33Eコ

出土地点

A地区

灰色砂まじり

シル ト

5YR8/3淡
橙色

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユピオサエ

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

土師器

小皿

口径8.6

器高 1.6

灰色砂まじり

シル ト

土師器

/jヽ 1■

口径3.6

器高 1.7

5W眠5/6日月

赤褐色

灰色砂まじり

シル ト

土師器

′lヽ皿

口径9.2

器高 1.9

5YR6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユビオサエ

口径 8.0

器高 1.2

体部外面

底部外面 ナデ

口径 (90)

器高 17
5YR6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

口径9,2

器高 2.1

体部外面

底部外両 ユビオサエ

口径 5YR6/6橙 口縁部外而 ヨコナデ

器高2.5 色

体部外面

底部外面 ユ ピオサエ

口径8.0

器高 1.4

5YR6/6増餞

色

灰色砂まじり

シル ト

土師器

/1ヽ 皿

7.5疵電 /3

浅黄橙色

灰色砂まじり

シジレト

土師器

小皿

色

灰色砂まじり

シジレト

土師器

/1ヽ 皿

7.5YR7/4
橙色

灰色砂まじり

シジレト

土師器

小皿

灰色砂まじり

シジレト

土師器

/1ヽ 皿

色

表22 A地区灰色砂 まじリシル ト出土遺物観察表 1/3
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報告No.216

33優コ

出土地点

A地区

出 十 潰 結

灰色砂まじり
シル ト

層位

土師器

ノlヽ皿

界 績

種 類

口径9,8

器高 2.1

法 量
rcm)

色

5YR6/6橙

色 調

口縁部外面 ヨヨナデ

底部外面 ユピオサエ

体部外面

回縁部内面 ヨヨナデ

底部内面 ナデ

体部内面

調 整 手 法

報告No.217

33Bコ

出土地点

A地区

報告No.218

83優コ

出土地点

A地区

報告No 219

33Eコ

出土地点

A地区

報告No.220

38Eコ

出土地点

A地区

報告No.221

33優コ

出土地点

A地区

報告No.222

33図

出土地点

A地区

報告No.223

33Eコ

出土地点

A地区

報告No.224

33礎コ

出土地点

A地区

灰色砂まじり
シル ト

土師器

士T、

口径

器高2.3

5YR7/6橙
色

灰色砂まじり
シルト

土師器

釜

1(lYR8/3

浅黄橙色
口径

器高

底部外面 ヨコナデ

口径 (1 N4/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

器高4.0

口径 (1 N6/0灰色

器高2.8

口径 15,4

器高4.3

口径

器高

口径 (21

器高

N7/0灰白
色

口径

器高

N4/0灰色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

回縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ナデ

底部外面

口縁部外面 ヨコナデ後横方向のヘ
ラミガキ

体部外面 ナデ後横方向のヘラミ
ガキ

体部外面 ユビオサエ後検方向の
ヘラミガキ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ナデ

底部外面

日縁部外面 積方向のハケメ後ヨコ

ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 ナデ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 ナデ

日縁部内面ヨヨナデ後検方向の
ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

日縁部内面 ヨヨナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 積方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

口縁部内面

体部内面 ヨヨナデ

底部内面 ヨコナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

口縁部内面 ヨコナデ

灰色砂まじり
シル ト

瓦器

椀

灰色砂まじり
シル ト

瓦器

椀

灰色砂まじり
シル ト

瓦器

椀

底部外面 ヨコナデ

N4/0灰色 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面 ヨヨナデ

N6/0灰色 日縁部外面

体部外面 ヨヨナデ

底部外面 糸切 り

灰色砂まじり

シル ト
須恵器

甕又は壷

灰色砂まじり
シル ト

瓦器

釜

灰色砂まじり

シル ト
瓦器

すり鉢
体部外面 横方向のハケメ後ユビ 体部内面 スリメ

オサエ

底部外面

表22 A地区灰色砂まじリシル ト出土遺物観察表2/3
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底部内面



調 整 手 法

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

日縁部外画 ヨヨナデ

体部外面 ヨヨナデ

底部外面

色 調

N6/0灰色

法 量
rr、mゝ

回径(28.4

器高

種 類

哭 霜

須恵器

鉢

報告No.226

33図

出土地点

A地区

灰色砂まじり

シル ト

石製品

硯

層位

出 土 遺 構

灰色砂まじり

シ)レ ト
報告No.225

33Fコ

出土地点

A地区

口径

器高

N4/0灰色

体部内面

底部内面

表22 A地区灰色砂まじリシル ト出土遺物観察表3/3

整地層5出土遺物

A地区の北寄りに堆積する整地層からの出土遺物である。整地層5か らは、12世紀から13世

紀中頃の土師器皿・墾・ミニチュア土器、瓦器椀、磁器枕、須恵器鉢、陶器奏、唐草文軒平

瓦などが出上している。

これらのうち、土師器釜は、日縁部が外反し端部を丸 くおさめる形態を呈している。 ミ
ニ

チュア土器は、底部の尖がる奏の形態を呈し、ミニチュア篭と組み合せになるものである。

瓦器椀は、日縁端部に段を形成し、底部に断面三角形の高台を貼 り付けるものと、日縁端部

を丸くおさめ、底部に三角形の断面形を呈する高台のつくものがある。須恵器鉢は、平底の

底部に、日縁端部を三角状につまみ上がる形態をとる。唐草文軒平瓦は段顎を呈する。土師

器 ミニチュア奏は、体部外面下半をユビオサエして底部を尖らせている。陶器奏は直立する

日縁部を端部で折りかえし、丸くおさえる。

サブトレンチ出土遺物

サブトレンチから出土している軒丸瓦は、先端に丸みのある8弁の蓮弁の中央に1つ子葉を

もつ。中房には中央に1、 周囲に6こ の蓮子を配する。

土器集積部分出土遺物

A地 区中央北寄 り部分の平坦面で13世紀前半の土師器皿・托、瓦器皿・椀の集積している

部分から出土した遺物である。これらの遺物は、ほとんどが完形に復原できることや集積状

況から検出できなかった遺構内の遺物とも推定できる。瓦器皿には、日縁端部内側に面をも

ち、見込み部分にジグザグ状ないし平行線状の暗文を加えるものがある。瓦器オ宛は、日縁端

部に段をもっている。土師器托は、日縁部の2ヶ 所を上方につまみ上げて変形させている。

日縁部外面

体部外面

底部外面

日縁部内面
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図34 A地区整地層6出土遺物実測図

黒褐色シル ト出土遣物

本層からは、13世紀後半の土師器皿・瓦器椀が出土している。瓦器椀の日縁端部は丸くお

さめて仕上げている。

灰色砂まじリシル ト出土遺物

A地区の中央から市寄 り部分、灰褐色シル ト層の下部に堆積する本層には、15世紀から13

世紀中頃の土師器 llL・ 杯、瓦器枕・釜 。す り鉢、須恵器鉢のほか石製硯などが含まれている。

土師器皿の体部外面には、ユビオサエ痕の残存するものがある。釜は日縁部が外反し、端部

を丸 くおさめる。瓦器枕は、日縁端部に段をもち、底部に三角形状の断面形の高台を貼 り付

けるものと日縁端部を丸く仕上げ、底部に断面台形を呈する高台をもつものがある。瓦器釜

は、日縁部が直立し、端部に面を構成する。す り鉢の日縁端部は、内傾する面をもつ。須恵

器鉢は、平底の底部に日縁端部を上方に三角形状につまみ上げる形態をとる。方形の石製硯

は、両面を研面としている。
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調 整 手 法

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

1()YR7/3
にぶい黄

橙色

法 量
rnm)

回径80
器高 1.3

種 類

架 栖

土師器

/1ヽ 皿

層位

出 十 遺 構

整地層6報告No.227

34Eコ

出土地点

A地区

報告No.228

34図

出土地点

A地区

報告No.229

34Eコ

出土地点

A地区

報告No.230

34図

出土地点

A地区

報告No.231

34図

出土地点

A地区

報告No.232

34図

出土地点

A地区

報告No.233

34図

出土地点

A地区

報告No.234

34図

出土地点

A地区

報告No.235

34Lコ

出土地点

A地区

整地層6

整地層6

整地層6

整地層6

整地層6

整地層6

整地層6

口径 8.2

器高 1.4

10YR8/3
浅黄橙色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面ヨヨナデ

体部内面

土師器

小皿

土師器

ノlヽ皿

口径8.6

器高 0。 9

1(lYR7/3

にぶい黄
橙色

土師器

/1ヽ皿

口径 83
器高 17

7.5YR7/4
にぶい橙

色

土師器

′
lヽ皿

口径 8.7

器高14
7.5YR7/4
にぶい橙

色

土師器

ノlヽ皿

口径8.6

器高 1.7

7.5WK/6
橙色

土師器

小皿

口径 7.6

器高 2.0

10YR8/2
浅黄橙色

土師器

/1ヽ 皿

土師器

皿

口径 100

器高 1.9

1(lYR6/4
にぶい橙

色

口径 13.6

器高2.4

7.5YR7/4
にぶい橙

色

表23 A地区整地冒6出土遺物観察表 1/3
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整地層6

底部内面 ナデ



報告No.236

34図

出土地点

A地区

整地層6

出 十 漬 構

層位

土師器

皿

果 ッ〔霊

種 類

口径 134
器高 2.6

法 量

`rmう 1(lYR7/4

にぶい黄
橙色

色 調

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

報告No 237

34優コ

出土地点

A地区

報告No 238

34図

出土地点

A地区

報告No.239

34図

出土地点

A地区

報告No.240

34図

出土地点

A地区

報告No.241

34図

出土地点

A地区

報告No.242

34図

出土地点

A地区

報告No.243

34図

出土地点

A地区

報告No.244

34図

出土地点

A地区

整地層6

整地層6

整地層6

土師器

皿

口径 13.2

器高2.25

7.5激R7/4
にぶい橙

色

土師器

托

口径 160

器高 3,9

7.5YR8/3
浅黄橙色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ヨヨナデ

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面 一定方向の暗文

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ヨヨナデ

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 横方向のヘラミガキ

土師器

釜

2.5Y8/3淡

黄色

体部外面 ヨヨナデ

底部外面 ヨコナデ

口径 (23

器高

体部外面 ヨコナデ

底部外面

口径

器高

N5/0灰色 口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 未調整

底部外面

口径

器高

N5/0灰色 口縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ナデ

底部外面

口径

器高

N4/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 未調整

底部外面

口径 (1 N6/0灰色 回縁部外面 ヨコナデ

器高4.6

体部外面 未調整

底部外面 ヨコナデ

口径 N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

器高 3,0

体部外面 ユビオサエ

底部外面

表23 A地区整地層6出土遺物観察表2/3
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整地層6 瓦器

椀

整地層6 瓦器

整地層6 瓦器

整地層6 瓦器

椀

瓦器

椀

椀

椀

整地層6

底部内面



報告No.246

34図

出土地点

A地区

整地層6 瓦器

火鉢

口径 (42

器高

7

色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 積方向のヘラミガキ

底部外面

調 整 手 法

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

表23 A地区整地層6出土遺物観察表3/3

整地層6出土遺物

A地区の北寄 り部分に堆積する整地層6か らは、12世紀末から14世紀の土師器皿・托・釜、

瓦器椀・火鉢、磁器枕が出土している。土師器托は、脚径が大きく低い。釜は、日縁部が外

反し、端部を丸くおさめて仕上げている。瓦器椀は、日縁端部に段をもつものと口縁端部を

丸くおさめ、底部に断面三角形を呈する低い高台を貼 り付けるものがある。火鉢は、平底の

底部から外反する体部につづ く。日縁部は端部に面をもち、ナl巴厚する。

2)B地区

B地区は前述したA地区の南側、後述するD地区の北側に位置している。

層序

B地区の中央部分に南北方向に設定した土層断面を図35に示す。

1層から3層 は、石垣2・ 4・ 7の上部に堆積する土層で、 B地区の中央から北寄 り部分に分布

している。調査では、整地層 1と して掘削している。4・ 5層 は、石垣2を 削平する際の堆積層

の南側に分布しており、整地層2と して遺物を取 り上げている。6層 は、石垣4の南側に広がる

土層で、石垣4の削平時の土層である。7・ 8層 は石垣4の うらごめ土である。つ層から12層 には、

多量の瓦類が含まれている。前述した石垣2・ 4・ 7は、場所によって9層から12層 を切 り込ん

で築造している。このため、9層から12層 は、残存しない部分もみられるが B地区全域にひろ

がっている。13層から15層 は石垣2・ 4・ 7の下面に雄積する土層で、一括して暗黄褐色シル ト

層として掘削している。

遺構と遺物

B地区では、石垣3列 ・掘立柱建物 1棟・礎石建物 1棟・柱穴・溝・土媛などの遺構を確認

している。

石垣をのぞ く遺構は、15層下部に堆積する地山上面で検出しているが、調査区中央に南北

方向に設定した断面観察では、15層上面から切 り込んでいるものも確認している。
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日縁部内画

体部内面

底部内面

体部外面

底部外面

日縁部外面

色 調法 量
rnm、

口径 (14.笏

器高

種 類

果 霜

磁器

青磁椀

層位

出 土 遺 構

整地層6報告No.245

34図

出土地点

A地区
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81ュ l

図35 B地 区南北 断面 図

1 10YR6/8明黄褐色シルト (lcm～拳大の礫を含む)
2 10YR3/2黒褐色シルト (1～5cmの礫 炭・焼上を含む)
3 10YR6/8明黄褐色シルト (炭を含む)
4 10YR5/2灰 黄褐色シルト
5 10YR5/6黄褐色シルト (5mm～拳大の礫を含む)
6 石垣2う らごめ 75YR5/6明 灰色シルト (51iam～拳大の礫・地山ブロックを含む)
7 石ll14う らごめ 25Y3/2黒 褐色シルト (lcm～拳大の礫を含む)
8 石垣4う らごめ 25Y3/2黒 褐色シルト (拳大～馬頭大の礫を含む)
9 瓦面 10YR4/31こ ぶい黄褐色シルト (5mm～拳大の礫 炭を含む)
10 瓦面 25Y4/2‖ 音灰黄色シルト (拳大～人頭大の礫を含む)
11 瓦両 10YR4/31こ ぶい黄褐色シルト (地山ブロック 拳大の礫を含む)
12 瓦面 10YR3/2黒褐色シルト (拳大の礫を含む)
13 暗黄褐色シルト loYR3/2黒褐色シルト
14 暗黄褐色シルト loYR3/4H盲 褐色シルト (地山ブロック 炭を含む)
15 晴黄褐色シルト 10YR4/4褐色シルト (5mm～拳大の礫を含む)

写真32 B地区南北断面

石垣2

B地区の北寄 り部分の1層下部で検出した石垣21よ L字形を呈する。本石垣は、10層 を切 り

込んで13層 をベースに築造 している。石垣の残存規模は、東西93m・ 南北2.4m。 高さ25～

70cm測る。石垣の東西方向は、基準ラインに対して、17傾 く。

石垣には、拳大からlm程度の割 り石や自然石を用いている。保存状態の良好な部分では、
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図36 B地区石垣2実測図

4段分チ見布している。石材は、基底石に鰤50～70cmを測る石を税世し、さらにその上部に小

現の石を糾え付けている。またコーナー部分には大理の石を,1,いている。
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写真33 B地区石垣2全景

写真34 B地区石垣2南側石列

写真35 B地区石垣2西側石列
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|― ギ:報 準Ⅲ 'AH出k

0
竃

口径(3,7)

器高 1.65

7.5YR7/4
にぷい絶

色

11嫌V`外両 ヨコナデ

体市B外面

盛部外 nt 木嗣縦

11線郎外面 ヨコナデ

体誦外lRI

成nS外面 ユビオサエ

11嫌出B外面 ヨヨナデ

体脇外面

図37 B地区石垣4平面図

写真36 B地区石垣4全景

多1ヽ

1́,

0

図38 B地区石垣4う らごめ出土遺物実測図

調 整 手法

‖無隔内面 ココナデ

体部内 b句

監部内hi サデ

ri枠吊内lnlヨ ヨナデ

1(I山 J

報告No.248

38ゆ馴

出土地点

B地区

報告No.249

38図

出土地点

B地区

報告No.250

38図

出土地点

B地区

上師器

小I皿

土師器

小皿

Iコイと8.2

器高 1.6

7.5YR7/6
橙色

体品内l付

張欝い内面 ナデ

11餘部内面 〕コナデ

体部内面

をヽ話内面 り‐デ

11隷部内面 ヨコナデ

体郎内面

土師器

小皿l

口径 (9.1)

器高2.0

10YR7/4
にぶい黄
橙色

吹椰外面 未嗣鎮

表24 B地区石垣4う らごめ出土遺物観察表

「 :線郁外面 ヨコナデ

れヽ膊外in ユピオサェ

体簡外面

色 劇

7.5YR8/3
浅黄橙色

IJ4景 7.9

器高 1,7

法 量
r′、m、

猛 類

製 疑

土師器

小皿

出 土 遺 構

石垣4う らごめ

石垣4う ら

石垣4う らごめ

報告No.247

38図

出土地点

B地区

石垣4う ら

-01-

止部内 l亀 ナデ



一彬 写真37 B地区石垣7全景0

図39 B地区石垣7平面図

報告No.251

40b判

出土地点

B地区

報告No.252

40い判

111‐と
'也

ドミ

じ〕也ぼ

瓦器

すり鉢

を51

図40 B地区石垣7う らごめ出土遺物実測図

色 調

Jrtil

:J?と (31

器高

7.5Y6/1灰 「 1餘部外両 ヨヨナデ

色

体田l外面 ヘラケズリ

力ヽ郎外in

「
!ηL(8.8) 7.5YR7/4 ::雑絲外ni ココサデ

器高 1.5 にぷい橙
色

体郎外『
ll

うらご垣 7石

調 整 手 法

‖隷部内面 積方向のハケメ

体冊内inl スリメ

成部内 lnl

I:様部1●lhコ 〕‐

'デ

体部内ni

t(郎内ni ナデ

li師器

小Шl

石垣7う ら
成部外ld ユピオサエ

表25 B地区石垣7う らごめ出土遺物観察表

イi'1:4

B地区北寄り刊i分に位置する石

“

t4は、3用 ド部で検出している。石hi4の 方位は、前述した

石れi2と 卜1・ 方向をとる。イi■ i41よ 、束′li5.6耐 ・高さ20～ 70cm残存 し、人頭人からヽ頭大ほ

どの自然石や割リイ「を1,l向 きに積み liげている。このうち恭八イiに は、人ユ〔盟の石材を使用し、

出 土 遺 構 興 疑

種 類
法 量
rrmゝ
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写真39 B地区全景

‖2

1｀P濁舗 til

図42 B地区建物3平面図
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一上 卜ヽには小型の石を用いている。

本石止この向側にJと積する6九7,か ら出上している遺物には、ユ3世紀から15世紀代の遺物を含ん

でいる。石上こ4の うらごめ tiか らは、上n市器l‖とが,II土 している。上hF器Ⅲとには、体部外Wiド半

にユピオサエ痰をとどめるものがある。
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写真40 B地区建物3全景

写真41 B地区建物3立 ち割状況
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図43 B地区建物4平面図



写真42 B地区建物4検出状況

図44 B地区瓦出土状況平面図

写真43 B地区建物
4全景(南より)
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ォ→嘱すγiうらy、 きЧ写真44 B地区瓦出土状況

/Ⅲ ｀

写真45 B地区瓦出土状況

写真46 B地区瓦出土状況

イi"i7

B地 IX北鮒部にある束西方向の石
"t71よ

、3Mド miで確認している。オiれ t2・ 4と ‖ ・方向を

lilす る石垣7の検 !II担と棋は、束llti5.2m・ 高さ10～50cnlを測る。石網iみの保存状態は極めて悪
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調 整 手 法

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部外面

体部外面

底部外面

色 調

2.5GY6/1
オリーブ

灰色

法 量
rr、 mゝ

口径

器高

種 類

巣 ッ騒

瓦

軒丸瓦

層位

出 土 遺 構

瓦面

報告No.262

45Eコ

出土地点

B地区

報告No.263

45涯コ

出土地点

B地区

報告No.264

45[コ

出土地点

B地区

報告No 265

45E劉

出土地点

A地区

報告No.266

45房コ

出土地点

B地区

瓦

軒丸瓦

瓦

軒丸瓦

口径

器高 黄色

2.5Y8/3淡 日縁部外面

体部外面

底部外面

10YR5/4
にぶい黄

褐色
体部外面

底部外面

N5/0灰色 日縁部外面

体部外面

底部外面

口縁部内面

体部内面

底部内面

国縁部内面

体部内面

底部内面

口縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

瓦

軒丸瓦

口径

器高

口径

器高

口縁部外面

口縁部外面瓦

丸瓦

口径

器高

2.5GY6/1
オリーブ

灰色
体部外面

底部外面

表26 A・ B地区瓦面出土軒丸瓦・丸瓦観察表

冥三て三三三三:ここ::「

三三

|:弓三三ミ目三iFFラ
ラ
::8257

256

260

20crn
261

図46 A・ B地区瓦面出土遺物実測図

く、基底石のみが残存する。基底石は人頭大から幅80cmほ どの自然石や割 り石を用いて横積

みしている。石垣71よ 、石垣のうらごめ土にあたる7・ 8層 の出土遺物からは、土師器皿、瓦器

す り鉢が出土している。土師器皿は、体部外面下半をユビオサエで仕上げるものがある。瓦

器すり鉢は、日縁端部が三角形状に尖 り、体部外面をヘラケズリで調整するものがある。

これらの出土遺物から石垣71よ、15世紀前半に築造されたものと推定できる。

瓦面

瓦面

瓦面

瓦面
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報告No.253

46,コ

出土地点

B地区

瓦面

瓦面

出 十 潰 構

層位

土師器

′lヽ皿

器 ソf藍

種 類

口径 (6.7)

器高 1.1

法 量
rrmⅢ

1(lYR7/4

にぶい黄

橙色

色 調

日縁部外面 ヨヨナデ

底部外面 ナデ

体部外面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

報告No.254

46図

出土地点

B地区

報告No.255

46[コ

出土地点

B地区

報告No.256

46Eコ

出土地点

A地区

報告No.257

46涯コ

出土地点

B地区

報告No.258

46優コ

出土地点

B地区

報告No.259

46優コ

出土地点

A地区

報告No.260

46図

出土地点

B地区

報告No.261

46図

出土地点

A地区

土師器

小皿

口径 (7.5)

器高

土師器

/1ヽ 皿

口径 (80)

器高 1.1

10YR7/4
にぶい黄

橙色
体部外面

底部外面 ユビオサエ

10YR7/4
にぶい黄
橙色

体部外面

底部外面 未調整

5YR8/3淡 日縁部外画 ヨコナデ

N5/0灰色 日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ユビオサエ

底部外面

日縁部外面 ヨヨナデ

口縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ナデ

底部外面

日縁部外面

体部外面

底部外面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

底部内面

口縁部内面 ヨコナデ後横方向の

ヘラミガキ

体部内面 横方向のヘラミガキ

底部内面

回縁部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

体部内面 ヨコナデ後横方向の
ヘラミガキ

底部内面

口縁部内面

体部内面

土師器

′lヽ皿

口径8.2

器高 1.3 橙色

体部外面

底部外面 未調整

瓦器 口径 75Y4/1灰 日縁部外面 ヨコナデ

器高3.0 色

体部外面 未調理
`

底部外面 ヨコナデ

瓦器 口径 ( (lYR〔「)/1灰 日縁部外面 ヨコナデ

器高30 色

体部外面 未調整

底部外面

椀

椀

瓦器

椀

磁器

青磁椀

口径

器高

口径 (11

器高2.7

1(lYR6/1

灰色
瓦器

椀

口径 (15

器高

N8/0灰白
色

釉の色調
5GW7/1明
オリーブ
灰色

表27 B地区瓦面出土遺物観察表
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瓦面

瓦面

瓦面

瓦面

瓦面

瓦面

瓦面

底部内面



写真47 B地区Pl1 39。 138オ屈肖1】犬況

写真49 B地区Pl1 51掘削状況

写真48  B地区P129オ戸出肖1】犬況

写真50 B地区P t1 64掘 削状況
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写真51 B地区墓2掘削状況



以上のように、B地区で検出している3列の石垣について記述してきた。3列 の石垣は、い

ずれもB地区中央から北寄り部分に位置している。石垣は、14世紀から15世紀前半までの間

に石垣7→石垣4→石垣2の順に築造されたことになる。

建物3

B地区中央に位置する建物31よ、東西2間 ・南北2間 の掘立柱建物である。

建物規模は、東西4m。 南北4mを測る。柱問寸法は、東西 。南北とも2mである。建物の方

位は、後述する建物4と 同一である。

建物を構成する柱穴の掘 り方は、短径70cm前後・長径80cm～ 1.2mで、平面精円形を呈す

る。掘 り方内からの出土遺物はない。

建物4

B地区中央から北寄 り部分にある東西3間 ・南北2間 の総柱の礎石建物である。建物の棟方

向は、東西基準ラインに対して17¬ヒヘ傾 く。建物の規模は、東西6.45m・ 南北4,3mを 測る。

柱間寸法は、東西・南北とも2.15mで ある。礎石には、30cm～ 70cmの 割 り石を使用 し、平

ナにl面 を上に向けて据え付けている。これらの礎石のうち、礎石4・ 71よ接合する。なお各礎石

の石材同定結果を別項に掲載しているので参照して頂きたい。

建物の北・束・南側には、建物を取 り囲む溝7が巡っている。建物と溝7の 間隔は、60cmを

測る。溝71よ、その位置からみて建物4の雨落ち滞と推定できる。

前述した建物31よ、本建物の同一方向をとるとともに、建物3の北側柱列と建物4の南側柱列

を同一直線上に配置している。また、両建物間のIE離 は13mを測る。このような建物方位や

配置関係からみて、建物3と 建物41よ、同時存在していたものと推定できる。

B地区北端にみられる段は、建物4と 同一方位をとり、本建物の建設に伴い造成されたもの

と推定できる。

建物4の礎石の検出面からは、建物4を 中心に瓦類が多量に散布している。このうち、軒瓦

の出土量は、軒平瓦が34点、27.5Kg・ 軒丸瓦が50点、58Kgで ある。軒平瓦は、すべて均整

唐草文軒平瓦である。軒丸瓦は、1点の連革文軒丸瓦をのぞき、すべて巴文軒丸瓦である。こ

れらの瓦類は、その分布状況から建物4とこ伴うものと推定できる。これらの瓦類に2次的な火

熟をうけた形跡は認められない。このことから建物41よ、火災による焼失を想定しがたい。

瓦面からは、丸瓦・平瓦・軒丸瓦・軒平瓦などの瓦類 とともに13世紀後半の土師器皿、瓦

器椀、磁器枕などが出土している。このうち瓦面から出土している軒平瓦は、A地区瓦面のと

ころですでに記述をしている。軒丸瓦は2種類のものが出土している。1つ は三巴文軒丸瓦で

ある。他は、先端の尖った8葉の連弁の内部の2子葉を加え、中房に1+8個の蓮子を配した蓮

華文軒丸瓦で1点のみ出土している。

瓦器枕は、日縁端部を丸 く仕上げるものがある。土師器皿には、体部外面にユビオサエ痕
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をとどめるものがある。

したがって建物41よ、同時期に廃絶したものと推定できる。このことは、建物4の雨落ち溝

と推定した滞7か らの出土遺物とも矛盾しない。

267

図47 B地区溝7・ 8出土遺物
実測図

0

２６８

　

０ｃｍ

溝

溝7か らは、土師器皿が出土している。また、溝8か ら

は日縁端部に段をもつ瓦器椀を検出している。

甍曇2

墓 21よ 、 B地 区中央、前述した建物4の西約3.5mに 位

置している。残存規模は、東西78cm・ 南北60cm・ 深さ

調 整 手 法

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

回縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

色 調

10YR6/3
にぶい黄

橙色

法 量
rrmⅢ

口径 (7.4)

器高 1.7

種 類

果 霜

土師器

小皿

層位

出 十 讚 構

溝 7

報告No.267

47[コ

出土地点

B地区

報告No 268

47[剰

出土地点

B地区

瓦器 口径

器高

体部外面 ユビオサエ

底部外画

表28 B地区溝7・ 8出土遺物観察表

1(lYR8/1

灰白色

日縁部外面 ヨコナデ 口縁部内面 ヨコナデ後横ヘラ

体部内面 検ヘラ

底部内面

273

椀

く
くこ:]三 三万房七70269

274 275

279

282

麟Π
出
田
田
閣
目
日

ク
ノ
い
⌒ノ
（●

|ヽ

20cm0

図48 B地区整地層1出土遺物実測図

-103-

溝 8

281



報告No.269

48Eコ

出土地点

B地区

出 土 遺 構

整地層 1

層位

土師器

/1ヽ 皿

哭 霜

種 類

回径 7.8

器高 1.7

法 量
rと、mゝ

7.5YR7/4
にぶい橙

色

色 調

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

報告No.270

48優コ

出土地点

B地区

報告No.271

48[雪

出土地点

B地区

報告No 272

48Eコ

出土地点

B地区

報告No.273

48図

出土地点

B地区

報告No 274

48[コ

出土地点

B地区

報告No.275

48膠コ

出土地点

B地区

報告No.276

48図

出土地点

B地区

報告No.277

48[コ

出土地点

B地区

整地層 1

整地層 1

整地層1

整地層 1

整地層1

整地層 1

整地層1

土師器

/1ヽ 皿

口径 (8.0)

器高 2.1

7.5YR6/6
橙色

土師器

川ヽ皿

口径 (8.4)

器高 19
10YR6/4
にぶい黄

橙色

回縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユビオサエ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 ユビオサエ

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ユビオサエ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内画 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面ヨコナデ

体部内 Fttl

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 サ｀デ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

土師器

/1ヽ 皿

口径 7.8

器高2.25

7.5YR7/6
橙色

土師器

/1ヽ 皿

口径3.0

器高 1,75

7(「)YR7/4
にぶい橙

色

土師器

′lヽ皿

口径 (7.8)

器高 1,7

7.5Ч駅7/4
にぶい橙

色

土師器

ノlヽ皿

口径 (8.0)

器高 2.1

7.5YR7/6
橙色

土師器

ノlヽ皿

口径 (8.4)

器高 2.1

7.5YR7/4
橙色

土師器

′lヽ皿

口径 (8.4)

器高2.4

7.5YR7/6
橙色

表29 B地区整地層1出土遺物観察表1/2
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整地層1



調 整 手 法

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 ユピオサエ

色 調

口径 (94)

器高19
7.5YR7/4
にぶい橙

色

法 量
rcm)

種 類

果 種

土師器

/1ヽ 皿

層位

出 十 潰 構

整地層 1報告No.278

48Eコ

出土地点

B地区

報告No.279

48図

出土地点

B地区

報告No 280

48図

出土地点

B地区

報告No.281

48図

出土地点

B地区

報告No.282

48図

出土地点

B地区

整地層 1

整地層 1

整地層 1

整地層 1

磁器

青磁椀

口径

器高

須恵器

すり鉢

回径23.2

器高

N8/0灰白
色

釉の色調

5YG7/1明
緑灰色

日縁部外面

体部外面

底部外面 ヘラケズリ

日縁部外面 ヨヨナデ

日縁部外面

口縁部内面

体部内面

底部内面

口縁部内面

体部内面 スリメ

底部内面

日縁部内面 横方向のハケメ

体部内両 スリメ

底部内面

2.5偲/1灰 口縁部外面

白色

体部外面

底部外面

騎爵/1オ
リーブ黒

色

瓦器

すり鉢

口径

器高

石製品

砥石

10激R7/6
明黄褐色

体部外面 ユピオサエ

底部外面

口径

器高

体部外面

底部外面

表29 B地区整地層 1出土遺物観察表2/2

口縁部内面

体部内面

底部内面

289
ガ

292

20cni

283

287
９０

　

　

　

　

　

９３

0

図49 B地区整地層2出土遺物実沢」図

14cmで精円形の平面形を呈する。墓内からは、少量の骨片を検出している。

Pit

B地区全域 に分布するPitの 掘 り方は、 A地 区のPitに くらべ大型である。
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報告No.283

49Eコ

出土地点

C地区

整地層2

出 十 漬 構

層位

土師器

ノlヽ皿

器 橋

種 類

口径 (8.0)

器高 1.3

法 量
rrmⅢ

10YR7/4
にぶい黄
橙色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

底部外面 未調整

体部外面

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

調 整 手 法

報告No.284

49[コ

出土地点

C地区

報告No.285

49図

出土地点

C地区

報告No.286

49[コ

出土地点

C地区

報告No.287

49Eコ

出土地点

C地区

報告No.288

49優コ

出土地点

C地区

報告No.289

49優コ

出土地点

C地区

報告No.290

49図

出土地点

C地区

報告No.291

49`コ

出土地点

C地区

整地層2

整地層2

整地層2

整地層2

整地層2

整地層2

整地層2

土師器

/1ヽ 皿

口径 (7.5)

器高 1,7

2.5Y3/2灰

白色

土師器

/1ヽ 皿

口径 (74)

器高 1.6

体部外面

底部外面 未調整

2.5Y8/3淡 日縁部外面 ヨヨナデ
黄色

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

回縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外画 ユピオサェ

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面

底部外面 未調整

口縁部外両 ヨヨナデ

日縁部外面 ヨコナデ

日を表部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面

体部内面 ヨコナデ

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

土師器

皿

口径

器高 1.6

7 5YR7/4
にぶい橙

色

土師器

′lヽ皿

口径 (8,0)

器高 1.3

10YR7/3
にぶい黄
橙色

土師器

′lヽ皿

口径82
器高 1.7

75彰電 /3
浅黄橙色

7.5YR7/4
にぶい橙

色

土師器

/1ヽ 皿

口径 (9.2)

器高

土師器

皿

1(lYR6/4
にぶい黄

橙色

口径

土師器

皿

7.5YR7/6
橙色

器高2.2

体部外面

底部外面 ナデ

口径 118

器高2.0

体部外面

底部外面 ナデ

表30 B地区整地層2出土遺物観察表1/2
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整地層2



日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 ヨコナデ

底部内面 ナデ

調 整 手 法

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面 ナデ

底部外面  未
"弱
整

色 調

7.5YR8/3
浅黄橙色

法 量
rr、m、

口径 (16.窮

器高 2.7

種 類

果 冠

土師器

皿

層位

出 土 遺 構

整地層2報告No.292

49図

出土地点

C地区

報告No.293

49優コ

出土地点

C地区

整地層2 磁器

青磁椀

口径

器高

7.5YR7/3
にぶい橙

色 釉の
色調
5YCァ7/1

明オリー

日縁部外面

体部外面 ヘラケズリ

底部外面 ヘラケズリ

日縁部内面

体部内面 ヨコナデ

底部内面 ヨコナデ

297

表30 B地区整地層2出土遺物観察表2/2

295

296

べ
蝋

妍
―――‐‐

Ｗ

〃

299

‖

303

0
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図50 B地区暗黄褐色シル ト出土遺物実測図

整地層1出土遺物

前述した石垣 2・ 4・ 7を覆う整地層1か らは、15世紀後半の土師器Ⅱll、 瓦器す り鉢、磁器イ苑、

須恵器す り鉢、砥石などが出土している。土師器皿は底部が凹み、体都外面にユビオサ
エ痕

の残存するものがある。瓦器すり外の日縁端部は内傾する面をもつ。

整地層2出土遺物

石垣2の南側に堆積する整地層2か らは、13世紀から15世紀の土師器
・磁器を含んでいる。

このうち土師器皿は、体部外面にユビオサエ痕をとどめるものを含む。



報告No.294

50,剛

出土地点

B地区

暗黄褐色シル
ト

出 土 遺 構

層位

土師器

′lヽ皿

果 籍

種 類

口径 (8.4)

器高 1.9

法 量
rと
、mゝ

1(lYR7/4

にぶい黄

橙色

色 調

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

調 整 手 法

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内画

底部内面 ナデ

報告No.295

50,コ

出土地点

B地区

報告No.296

50E電

出土地点

B地区

報告No 297

50,コ

出土地点

B地区

報告No.298

50Eコ

出土地点

B地区

報告No.299

50Eコ

出土地点

B地区

報告No.300

50優コ

出土地点

B地区

報告No.301

50燒コ

出土地点

B地区

報告No.302

50優コ

出土地点

B地区

暗黄褐色シル
ト

土師器

′lヽ皿

口径 (8.0)

器高

5Ⅵ弱/3淡 日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 ナデ

口径 5YR6/6橙 日縁部外面 ヨコナデ

器高2.9 色

体部外面

底部外面 ナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨコナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面 ナデ

底部内面

日縁部内面

体部内面 縦方向のハケメ

底部内面

口縁部内面 ヨヨナデ

日縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面

橙色

暗黄褐色シル
ト

土師器

杯

暗黄褐色シル

ト
土師器

釜

口径 (24.

器高

7.5YR6/4
にぶい橙

色

日縁部外面 ヨヨナデ

体部外面 ヨヨナデ

暗黄褐色シル
ト

土師器

電

口径

器高

須恵器

蓋

口径 (17

器高

.5H/4
にぶい褐

色

10BG6/1
緑灰色

底部外面

日縁部外面 青海波文

体部外面 縦方向のハケメ

底部外面

日縁部外面 ヨコナデ

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面  回転ヘラケズ リ

暗黄褐色シル

ト

暗黄褐色シル

ト
須恵器

鉢

口径 9.6

器高 3.05

体部外面 回転ヘラケズリ 体部内面 ナデ

底部外面 底部内面

7.5『/1灰 日縁部外面 ヨコナデ 日縁部内面 ヨコナデ

体部外面 回転ヘラケズリ 体部内面 ヨコナデ

底部外面 ヘラキリ 底部内面 ヨコナデ

白色

暗黄褐色シル

ト
須恵器

不

口径 (10

器高

N7/0灰白
色

表31 B地区暗黄褐色シル ト出土遺物観察表 1/2
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N5/0灰色 口縁部外面 ヨコナデ

底部外面

体部外面

口径 (8.2)

器高

暗黄褐色シル

ト
須恵器

壷

底部内面



調 整 手 法

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部外面

体部外面

底部外面

色 調法 量
rr、 rnゝ

口径

器高

種 類

器 ′r蚤

金属製品

鉄釘

層位

出 土 遺 構

暗黄褐色シル

ト
報告No.303

50,コ

出土地点

B地区

報告No.304 暗黄褐色シル 金属製品 口径

50[コ 器高
鉄釘

出土地点

B地区

ト

ト

日縁部外面

体部外面

底部外面

口縁部外面

体部外面

底部外面

日縁部外面

体部外面

底部外面

口縁部外面

体部外面

底部外面

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

報告No.305

50図

出土地点

B地区

報告No.306

50[コ

出土地点

B地区

報告No.307

50Eコ

出土地点

B地区

暗黄褐色シル 金属製品 口径

器高
鉄釘

暗黄褐色シル 金属製品 口径

器高
鉄釘

暗黄褐色シル 金属製品 口径

器高
鉄釘

ト

ト

表31 B地区暗黄褐色シル ト出土遺物観察表2/2

暗黄褐色シル ト層の出土遺物

瓦面の下層に堆積する暗黄褐色シル ト層には、古墳時代後期から8世紀の土師器皿・杯・羽

釜・電、須恵器杯・蓋・壺、鉄釘などが出上している。土師器の羽釜は、日縁部が外反し、

端部を尖 り気味におさめる。頸部には、水平方向にのびる顎を貼 り付けている。竃の回縁端

部は、三角形状を呈し、外面に同心円状の当て具痕を残す。須恵器杯には、日縁部に短いた

ちあがりのつ くものと、たちあがりを欠き、端部を丸くおさめるものがある。

3)D地区

A地区からC地区の調査終了後に着手した D地 区は、本調査で最南端に位置する地区であ

る。

D地区は、 B地 区から続 く地山層が、北側から南側にむかって傾斜 し、谷状の地形を呈す

る。地山の北側傾斜面は、下部で傾きをかえ、幅約50cmの平坦面を形成する。平坦面の南側
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は、傾斜 し、谷底にいたる。谷

底は、平坦な面をなす。

谷の下部堆積層は、北側から

南側 にむかって傾斜 している。

これに姑 して、谷上部は、水平

に堆積 している。このうち、13

層は、土層の特徴か ら旧耕作土

と推定できる。谷の堆積層から

は、8世紀から近世の土師器・陶

磁器類・瓦類が出土している。

北側傾斜面に形成された平坦

面には、 L字形の石垣 10が伴っ

ている。

石垣 loは、東西9m・ 南北4.1

m・ 高さ10～ 50cmを 測る。石垣

は、1段か ら3段分残存 し、人頭

大から幅70cm前 後の割 り石や自

然石を使用 している。また、谷

図51 D地 区南北 断面 図
1 10YR6/6明 黄褐色砂質土 (地山ブロックを含む)
2 25Y5/2黄灰色砂質土 (5mm～拳大の礫を含む)
3 25Y5/3黄灰色砂質土 (地山ブロック 拳大～馬頭人の礫を含む)
4 10YR6/6明 黄褐色砂質土 (拳大の礫を含む)
5 25Y5/2暗灰黄色砂質土 (拳大の礫を含む)
6 25Y4/4オ リーブ褐色砂質土 (5mm～拳大の礫を含む)
7 25Y4/4オ リーブ褐色砂質土
8 5Y4/1灰色砂質シルト
9 25Y5/1黄灰色シルト
10 10YR4/1褐 灰色シルト

11 10YR4/1褐 灰色砂質シルト (地山ブロックを含む)
12 25Y5/1黄 灰色シルト (拳大の礫を含む)
13 5Y4/1灰 色砂質土 (I日耕土)

14 5BG4/1暗 青灰色シルト (5mm～拳大の礫を含む)
15 5BG3/1青 灰色シルト (5mm～拳大の礫を含む)

IJラ イン

Ｎ
一

Ｓ
一

0 4m
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綴

4m

図52 D地区石垣10平面図

底の平坦面では、石垣10と平行する石組暗渠を確認している。

石組暗渠は、A地区の溝 1と 同様に拳大の石を平行してならべ、その上に蓋石をのせる構造

である。

石垣10や石組暗渠は、検出層位から近世以降の築造と推定できる。

D地区の青灰色砂質シルト層からは、土師器杯・妻・釜、軒平瓦・飾り瓦などの瓦類が出土

している。土師器釜は、日縁端部が短く外反し、端部を上方につまみ上げる。唐草文軒平瓦

は、曲線顎を呈する。

0
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写真53 D地区石垣11検出状況

写真54 D地区暗渠検出状況

:妥藝豫耶HFW醒 野
―r4■ ∴手す

‐

310

轟

312

20cm

図53 D地区出土遺物実測図
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日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ヨコナデ

底部内面

調 整 手 法

口縁部外面 ヨコナデ

体部外面 未調整

底部外面

色 調

10YR8/3
浅黄橙色

法 量
rrmⅢ

口径 (11.8)

器高

種 類

興 霜

土師器

不

層位

出 土 遺 構

青灰色砂質シ

ル ト
報告No,308

53優コ

出土地点

D地区

報告No.309

53優コ

出土地点

D地区

報告No.310

53優コ

出土地点

D地区

報告No.311

53優コ

出土地点

D地区

報告No.312

53睡コ

出土地点

D地区

報告No.313

53[コ

出土地点

D地区

青灰色砂質シ

)レ ト

10YR8/3
浅黄橙色

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面 未調整

日縁部外面 ヨコナデ

体部外面

底部外面

口縁部外面 ヨヨナデ

日縁部内面ヨヨナデ

体部内面

底部内面 ナデ

口縁部内面 ヨヨナデ

体部内面

底部内面

日縁部内面 ヨコナデ

体部内面 ナデ

底部内面

回縁部内面

体部内面

底部内面

日縁部内面

体部内面

底部内面

土師器

邦

口径 (13

器高4.0

青灰色砂質シ

ル ト

口径 7.6

器高 5.2

7.5W駅6/4
にぶい橙

色

土師器

甕

青灰色砂質シ

ル ト

土師器

釜

口径

器高

(「)Y8/2灰

白色

灰褐色砂礫 瓦

青灰色砂質シ

ル ト

鬼瓦

体部外面 ナデ

底部外面

口径

器高

7.5Y4/1,К 日縁部外面

色

体部外面

底部外面

口径

器高

N5/0灰色 日縁部外面

体部外面

底部外面

表32 D地区出土遺物観察表

瓦

軒平瓦

-113-



V 自然科学分析
客坊山遺跡群第 3次調査検出の礎石の岩石鑑定

パリノ サーヴェィ株式会社
はじめに

客坊 山遺跡群は、客坊谷の北側斜面か ら西方向に広がる扇状地にかけて位置する。今回行

われた第 3次発掘調査において、礎石建物跡 (建物4)が検出された。伴出した瓦か らみて、
その構築時期は13世紀初頭 と考えられている。

今回の分析調査では、建物跡より検出された礎石について薄片を作製し、顕微鏡下で観察

を行い、各礎石に使用された岩石名を明らかにすることを目的とする。

1 . 高t沐斗

岩石鑑定を行う場合、肉限観察による岩石鑑定方法と、試料を切断し、薄片プレパラート

を作製し、顕微鏡観察による岩石鑑定方法が考えられる。鑑定試料は、客坊山遺跡群第 3次

調査において確認された建物跡の礎石 9点 (礎石 1～ 9)である (表33)。 鑑定試料は岩石の
肉限鑑定による表面観祭から、いずれの試料とも均質な外観を呈していることが判明した。

したがって各試料の構成鉱物・組織などさらに微細部分について把握するためには薄片プレ

パラートを作製することが必要であると考えられるため、今回以下の方法で同定を行うこと

にした。

2.鑑定方法

顕微鏡観察を行うために試料を合成樹脂で回化した後、ダイヤモンドカッターで切断し、

30μ mの厚さに研磨して薄片を作製する。作製した薄片を用い、透過光により試料の組織お

よび試料の構成する鉱物を同定した。

顕微鏡写真は、下方ポーラーおよび直交ポーラーの写真撮影を行った (写真55～ 78)。 なお、

試料 4・ 5・ 7については、岩石の性質を比較するために各 1組を追加図版とした。

3.観察結果および岩石名

岩石鑑定結果を各試料ごとに以下に示す。

試朴 1:KBY3 B地 区 礎石1(写真55・ 56)

岩石名 :角 閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする中粒深成岩である。均質な外観を有する。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多 量に存在 し、大 きさ0,4～ 3.Ommの 半自形～他形粒状を呈し、15～ 2.Ommの

ものが卓越する。集片ヌ叉昌が著しく発達し、一部のものに累帯構造がみられる。アルバイ ト

決昌の最大消光角からAn75%程 度と推定され、亜灰長石に属する。
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試 料 名
KBY3 B地 区 礎石1

KBY3 B地 区 礎石2

KBY3 B地 区 礎石3

KBY3 B地 区 礎石4

KBY5 B地 区 礎石5

KBY6 B地 区 礎石6

KBY7 B地 区 礎石7

KBY8 B地 区 礎石8

KBY9 B地 区 礎石9

試料番号

試料 1

試 料 2

試 料 3

試 料 4

試 料 5

試料 6

試 料 7

試料 8

試 料 9

表33 分析試料一覧

! ____二 f・・
n

写真55 建物4礎石司下方ポーラー
9    __」rtt nl

写真56 建物4礎石1直交ポーラー

it

0      つ5■fa                                 ?´ _́___― EF'・n

写真57 建物4礎石2下方ポーラー  写真58 建物4礎石2直交ポーラー

カリ長石 :大 きさ0,4～ 1.2mmの 他形粒状または斜長石結品の泣問を埋めて微量で存在す

る。新鮮な正長石である。

角閃石 :中量存在し、大きさ0.4～ 3,Ommの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

ィック (あ る鉱物の大きな結晶中に他の鉱物が不規則に取 り込まれている組織)に斜長石やア

パタイ トが含有されている。下方ポーラー下で淡黄緑色～淡緑色の多色性を有し、直交ポ
ー

ラー下で斜消光する普通角閃石である。角閃石の一部は変質し、細粒の集合体に再構成され

-115-



ている。角閃石の一部には淡色種が認められる。また、角閃石の一部は方解石に交代され、

緑泥石に変質している部分も観察される。

副成分鉱物

方解石 :微量存在し、大きさo.1～ lommの不規則他形で、角 ,、弓石の一部を交代する産状を

示すものが多く、また、他の鉱物の粒間を充填する産状を呈するものを観察される。

アパタイ ト :微量存在し、大きさ0,1～ 0.15mm(最 大0.4mm)の 自形粒状を呈する。

不透明鉱物 :黒色不透明鉱物で、多 くは塊状不定形を呈し、磁鉄鉱の他、実体顕微鏡下で

は磁硫鉄鉱も認められる。偏光顕微鏡下では不透明鉱物一部は長柱状～棒状で、上記の鉱物

の他にチタン鉄鉱が存在する可能性がある。

試料 2:KBY3 B地 区 礎石2(写真57・ 58)

岩石名 :角 閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、中粒でやや優黒色の岩石である。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多量に存在 し、大きさ0.4～ 3.Ommの 半自形～他形粒状を呈 し、 1.5～ 2.Ommの

ものが卓越する。集片漑昌が著しく発達し、一部のものに累帯構造がみられる。アルバイト

訳昌の最大消光からAn80%程 度と推定され、亜灰長石に属する。

カリ長石 :少量存在 し、大きさo,4～ 3.Ommの 他粒形状または斜長石結晶の粒間を埋め

る産状を呈する。

角閃石 :中量存在 し、大きさ0,1～ 3.Ommの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

ィックに斜長石・アパタイト・不透明鉱物等が包有されている。下方ポーラー下で淡黄緑色～

淡緑色の多色性を有し、直交ポーラー下で斜消光する普通角閃石である。角閃石の一部は変

質し、細粒の集合体に再構成されている。角閃石の一部には淡色種が認められ、方解石に交

代されている部分もをll祭 される。角閃石の一部は淡褐色で複届折がきわめて低い緑泥石に変

質している。

副成分鉱物

黒雲母 :ご く微量存在 し、大 きさ0.1～ 3mmの他形葉片状を呈 し、淡褐色～褐色の多色
性を有する。多 くは淡色化し、ほとんど無色～淡褐色の多色性を有し、複届折の低い緑泥石

に変質している。

アパタイト :微量存在し、大きさ0.02～0.10mmの 自形粒状を呈する。

方解石 :微量存在し、大きさ0.1～ 0.4mmの不規則他形で、角閃石の一部を交代する産状を

示すものと斜長石の粒問を充填する産状を呈するものが観察される。

不透明鉱物 :微量存在し、大きさ0.1～ 0.6mmの他形粒状を示す。
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写真59 建物4礎石3下方ポーラー
ヒ __、4副・

写真60 建物4礎石3直交ポーラー

写真61 建物4礎石4下方ポーラー
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写真62 建物4礎石4直交ポーラー

P  ,_生μm

写真64 建物4礎石4直交ポーラー

ま

と____世 fttnⅢ

写真63 建物4礎石4下方ポーラー

（い●

写真66 建物4礎石5直交ポーラー
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試料 3:KBY3 B地 区 礎石 3(写真59・ 60)

岩石名 :角 閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とし、単斜輝石・斜方輝石を伴う深成岩で、岩石風化した表

面はやや優白色の中粒岩の外観を呈するが、内部は均質なやや優黒色の岩石である。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多 量に存在する造岩鉱物 となっている。大きさ0.4～ 4mmの他形～半自形を呈

する。集片訊昌が著しく発達するが、累帯構造を有するものはほとんど認められない。

斜方輝石 :微量存在 し、大きさ0.2～ 0.4mmの 半自形～他形を示 し、淡黄褐色で弱い多

色性を有し、集斑状の産状を呈る。輝石特有の2方向の労開が発達し、直消光する。一部は角

閃石化している。

単斜輝石 :少量存在 し、大きさ0.2～ 1.2mmの 他形粒状～葉片状を呈 し、余卜方輝石より

やや多 く存在する。色口用は斜方輝石と比較すると帯緑色で、多色性・労開等は類似するが、

単純メえ昌が認められ、斜消光する。角閃石と共在することが多く、一部は角閃石化している。

角閃石 :中量存在し、淡緑褐～褐色を増す多色性が認められるが、部分的には淡色で、多

色性が弱い。

副成分鉱物

石英 :ご く微量存在し、大きさ0.2～ 0.4mmの他形粒状を呈する。

黒雲母 :ご く微量存在し、大きさ0.05～ 0.2mmの他形葉片状を呈して角閃石中に包有され、

一部は角閃石を交代した組織を示す。淡褐色～褐色の多色性を有する。顕微鏡下の観察では、

花尚岩等の貫入時に熱変成を受けて角閃石が変成されて生成された鉱物と思われる。

アパタイト :微量存在し、大きさ0.1～ 0.2mmの 自形粒状を呈する。

スフェン :ご く微量存在 し、大きさ0,2mm以下の他形不規貝U形 を呈する。屈折立が高く、

淡黄褐色で、弱い多色性を有する。

方解石 :微量存在し、大きさ0.2mm以 下の不規則形他で斜長石結晶粒中に包有されるもの

が多いが、一部は角閃石を交代する産状を示す。

不透明鉱物 :微量存在 し、多 くは角閃石あるいは輝石中に包有される。大きさは0.ユ ～

0.6mmの他形粒状を示すものが多いが、一部は長柱状の形態を有し、チタン鉄鉱と思われる。

試料 4:KBY3 B地 区 礎石 4(写真61～ 64)

岩石名 :角 閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、やや粗粒の岩石中に、優黒色細粒の捕獲岩

を有する。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物
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斜長石 :多 量に存在し、主要な造岩鉱物となっている。大きさ0.2～ 4.Ommの 半自形～他形

粒状を呈し、集片双昌が著しく発達するが、累帯構造を有するものは認められない。捕獲岩

となっている部分は細粒質で、大きさ0.2mm程度のモザイク状斜長石で構成されている。

アルバイ ト双昌の最大消光角からAn80ο/ο程度と推定され、亜灰長石に属する。

カリ長石 :少量存在 し、大きさ0.4～ 3.Ommの 他形粒状または斜長石結品の粒間を埋め

る産状を呈する。

角閃石 :中量存在し、大きさ0.1～ 3,Ommの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

ィックに斜長石・アパタイ ト・不透明鉱物等が包有されている。下方ポーラー下で淡黄緑色

～淡緑色の他色性を有し、直交ポーラー下で斜消光する普通角閃石である。角閃石の一部は

変質し、細粒の集合体に再構成されている。角閃石の一部には淡色種が認められ、方解石に

交代されている部分も観察される。角閃石の一部は淡褐色で複屈折がきわめて低い緑泥石に

変質している。

副成分鉱物

黒雲母 :微量存在 し、大 きさ01～ 0.5mmの 他形葉片状を呈し、淡黄褐色～褐色の多色

性を有する。角閃石中あるいは角閃石のにみられる。

アパタイト :微量存在し、大きさ0.02～0.10mmの 自形粒状を呈する。

方解石 :微量存在し、大きさ01～ 0,4mmの不規則他形で、角閃石の一部を交代する産状を

示すものと斜長石の粒間を充填する産状を呈するものが観察される。

不透明鉱物 :微量存在し、大きさ0,1～ 0.6mmの他形粒状を示す。

試料 5:KBY3 B地 区 礎石 5(写真65'66)

岩石名 :角閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、中粒でやや優白色の外観を呈する。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多量に存在 し、大きさ0.4～ 3.Ommの 半自形～他形粒状を呈する。集片親昌が著し

く発達し、一部のものに累帯構造がみられるが僅かである。アルバイトメえ品の最大消光角か

らAn800/0程 度と推定され、亜灰長石に属する。

カリ長石 :少量存在 し、大きさ0.4～ 1.Ommの他形粒状または斜長石結品の粒間を埋める産

状を呈する。

角閃石 :中量存在 し、大きさ0.2～ 30mmの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

ィックに斜長石・アパタイ ト・不透明鉱物等が包有されている。下方ポーラー下で淡黄緑色

～淡緑色の多色性を有し、直交ポーラー下で斜消光する。大型の角閃石の一部は変質し、細

粒の集合体に再構成されている。角閃石の一部は淡褐色で複届折がきわめて低い緑泥石に変

質している。この部分は黒雲母の仮像を示すため角閃石から変成作用により黒雲母を生成し、
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黒雲母が緑泥石に変質した可能性が高い。

副成分鉱物

石英 :ご く微量存在し、大きさ0.3mmの他形粒状を呈する。

黒雲母 :黒雲母の仮像を示すものが微量存在するが、緑泥石に変質している。大きさ0.1～

1,ommの他形葉片状を呈し、ほとんど無色～淡褐色の弱い多色性を有し、複届折の低い緑泥

石に変質している。緑泥石の一部を交代した組織を示す。

アパタイト :微量存在し、大きさ0,01～0.2mmで、多くは0.02mm以下の自形粒状を呈する。

不透明鉱物 :ご く微量存在し、大きさ0.2～ 06mmの他形粒状を示す。

試料 6:KBY3 B地 区 礎石 6(写真67～ 70)

署石名 :角 閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、中粒のやや優白質岩石中に細泣優黒色の捕

獲岩を有する。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多量に存在し、主要ま造岩鉱物となっている。大きさ0.2～ 3.Ommの 半白形～他形

粒状を呈し、集片訊昌が著しく発達し、部分的に結品の外縁部に累帯構造を有するものが認

められる。

捕獲岩となっている部分は細粒質で、大きさ0.1～ 0.6mmで 、0.2mm程 度のものが多いモザイ

ク状斜長石で構成されている。

アルバイ ト双昌の最大消光角からAn85%程 度と推定され、亜灰長石に属する。

角閃石 :中量存在し、大きさ0.1～ 20mmの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

ィックに斜長石・アパタイ ト・不透明鉱物等が包有されている。下方ポーラー下で淡責緑色

～淡緑色の多色性を有し、直交ポーラー下で斜消光する普通角閃石である。角閃石の
一部は

変質し、細粒の集合体に再構成されている。角閃石の一部には淡色種が認められ、方解石に

交代されている部分も勧祭される。

角閃石の一部は淡褐色で複屈折がきわめて低い緑泥石に変質している。

細粒部の角閃石は中量存在し、大きさ0,1～ 0.6mmの他形葉片状で、中粒部同様に、一部は細

粒の集合体に再構成されている。部分的に、黒雲母・緑泥石に交代されている。

副成分鉱物

黒雲母 :微量存在し、大きさ0.1～ 0.5mmの他形葉片状を呈し、淡黄褐色～褐色の多色性を

有する。角閃石中あるいは角閃石の周縁にみられる。

アパタイト :微量存在し、大きさ0.02～0.10mmの 自形粒状を呈する。

方解石 :微量存在し、大きさ0.1～ 0.4mmの 不規則他形で、角閃石の一部を交代する産状を示
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すものと斜長石の粒間を充填する産状を呈するものが観察される。

不透明鉱物 :微量存在し、大きさ0.1～ 0.4mmの他形粒状を呈する。中粒組織の部分では粒

径はやや大型で散在するに過ぎないのに対し、細粒組織を呈する部分では含有比が高く、角

閃石葉片と密接に関係して存在する。粒径は不規則で、鉱物が特定できるものは認められな

ヤヽ。

試料 7:KBY3 B地 区 礎石7(写真71～ 74)

岩石名 :角閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、細粒でやや優黒色で斜長石を斑昌状に含む

部分と中粒でやや優自色の外観を呈する部分が混在する。

岩石の組織 :等粒状組織を有する中粒の深成岩と細粒組織を有する深成岩が混在する。

主成分鉱物

斜長石 :多 量に存在し、主要な造岩鉱物となっている。大きさ0.2～ 30mmの 半自形～他形
粒状を呈し、集片親昌が著しく発達する。一部の大型の結晶の外縁部に累帯構造を有するも

のがある。大型の斜長石結晶は斑昌状に存在し、結晶中にはポイキリティックに角閃石・ア

パタイトなどが包有される。

細粒質部の斜長石は、大きさ0,2～ 0,6mm程度のモザイク状を呈する。

アルバイト決昌の最大消光角からAn850/O程 度と推定され、亜灰長石に属する。

カリ長石 :少量存在し、大きさ0.4～ 1.Ommの他形粒状または斜長石結品の粒間を埋める産

状を呈する。

角閃石 :中量存在 し、大きさ0.1～ 3.Ommの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

イックに斜長石・アパタイ ト・不透明鉱物等が包有されている。下方ポーラー下で淡黄緑色

～淡緑色の多色性を有し、直交ポーラー下で斜消光する普通角閃石である。大型の角閃石は

変質し、細粒のアクチノライ ト質角閃石集合体に再構成され、一部は緑泥石や方解石に変質

している。

細粒部には大きさ0,1～0.15mm程度の細粒角閃石が比較的多 く、斜長石よりやや少ない程度

に含まれる。

副成分鉱物

黒雲母 :微量存在 し、大きさ0.1～ 02mmの 半自形長柱形～葉片状を呈し、淡黄褐色～赤褐
色の多色性を有する。角閃石中あるいは角閃石の周縁にみられ、角閃石を交代して生成され

た産状を示す。おそらく、熟変成作用により形成されたものと思われる。

アパタイト :微量存在し、大きさ0.02～02mmの 自形粒状または長柱状を呈する。

方解石 :微量存在 し、大きさ0.1～ 0,4mmの不規則他形で、角閃石の一部を交代する産状を

示すものと斜長石の粒間を充填する産状を呈するものが観察される。

不透明鉱物 :微量存在し、大きさ0.1～ o,6mmの他形粒状を示す。細粒部分には不透明鉱物
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が多 く含まれ、大きさ005～ 02mmの長柱状を示すものがある。この部分はおそらくチタン

鉄鉱と思われる。

特徴 :本試料は中粒組織の角閃石斑れい岩と細粒組織の角閃石斑れい岩とが混在して
いる組

織を示す。細粒組織を示す部分は試料 4お よび 6と 酷似し、角閃石斑れい岩の1甫ぢ豊岩とみな

される。

試料 8:KBY3 B地 区 礎石 8(写真75'76)

岩石名 :角 閃石斑れい岩

剣長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、やや粗粒の岩石で角閃石中に斜方輝石
'単

斜輝石を包有する特徴を有する。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多量に存在し、主要な造岩鉱物となっている。大きさ0.2～ 3.Ommの半自形～他形

粒状を呈し、集片双昌が著しく発達する。累帯構造を有するものは認められない。

アルバイト双呂の最大消光角からAn85%程 度と推定され、亜灰長石に属する。

カリ長石 :微量存在し、大きさ0.4～ 1.Ommの他形粒状または斜長石結品の泣問を埋める産

状を呈する。

写真75 建物4礎石8下方ポーラー
牡_____´ _と

'コ

m

写真76 建物4礎石8直交ポーラー

写真78 建物4礎石9直交ポーラー
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斜方輝石 :微量存在し、大きさ0.8mmの他形粒状で角閃石中に残昌状を呈して包有される。

無色に近い淡黄褐色で弱い多色性を有し、角閃石との境界に反応縁を有している。 1方 向の

労開が発達し、直消光する。輝石を包有する角閃石には微細な不透明鉱物が多数析出してい

る。

単斜輝石 :微量存在し、大きさ0.8～ 1.2mmの他形粒状を呈し、大型の角閃石業片中に残昌

として包有される。斜方輝石よりやや多く存在する。色調は斜方輝石と類似し、無色に近い

ブロンズで、弱い多色性を有する。労開は 1方向に発達し、斜消光する。単純双昌が認めら

れる。角閃石との境界は反応縁が認められる。

角閃石 :中量存在し、大きさ02～ 4.Ommの他形葉片状を呈し、大型のものにはしばしば単

斜輝石・斜方輝石を包有し、このほか、ポイキリティックに斜長石・アパタイ ト・不透明鉱

物等を包有している。下方ポーラー下で淡黄緑色～淡緑褐色の弱い多色性を有し、直交ポー

ラー下で斜消光する。大型の角閃石は細粒のアクチノライ ト質角閃石集合体に再構成される

ことが多い。角閃石の一部は緑泥石や方解石に変質している。角閃石の一部に微細な不透明

鉱物を多数析出し、淡褐色を呈するものがある。上記の輝石類の産状から推定すると、輝石

残昌はみられないが、輝石類から交代して生成した角閃石と思われる。

副成分鉱物

アパタイト :微量存在し、大きさ0.02～0.2mmの 自形粒状または柱状を呈する。

方解石 :微量存在 し、大きさ0.1～ o.3mmの不規則他形で、斜長石の粒間や、角閃石を交代

する産状を呈するものが観察される。

不透明鉱物 :微量存在し、大きさ0.2～ 0.5mmの他形粒状を示す。一部に長柱状を示すもの

がある。この部分はおそらくチタン鉄鉱と思われる。

試料 9:KBY3 B地 区 礎石 9(写真77・ 78)

岩石名 :角 閃石斑れい岩

斜長石と角閃石を主成分鉱物とする深成岩で、岩石表面は中粒でやや優白色の外観を有す

るが、岩石内部は優黒色の岩石である。

岩石の組織 :等粒状組織

主成分鉱物

斜長石 :多量に存在する造岩鉱物となっている。大きさ0.4～2mmの他形～半自形を呈する。
集片双昌が著しく発達するが、累帯構造を有するものはほとんど認められない。

角 i入弓石 :中量存在し、大きさo.2～ 3.Ommの他形葉片状を呈し、大型のものにはポイキリテ

イックに斜長石・アパタイ ト・不透明鉱物等が包有されている。下方ポーラー下で淡黄緑色

～淡緑色の弱い多色性を有し、直交ポーラー下で斜消光する。大型の角閃石は細粒のアクチ

ノライ ト質角閃石集合体に再構成されることが多い。角閃石の一部は淡色化し、緑泥石や方

解石に変質している。
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副成分鉱物

黒雲母 :ご く微量存在し、大きさ0.lmmで斜長石結晶中に柱状で産する。淡褐色～褐色の

著しい多色性を有する。

アパタイ ト :微量存在し、大きさ0.1～ 0.3mmの 自形粒状を呈する。

方解石 :微量存在し、大きさ0.2mm以 下の不規貝J他形で斜長石結晶粒中に包有されるもの

が多いが、一部は角閃石を交代する産状を示す。

不透明鉱物 :ご く微量存在し、多 くは角閃石に包有されるか、その近辺に産する。大きさ

0.02～0.3mmの他形粒状を示すものが多い。

4.考 察

顕微鏡観察を行った試料はいずれも角閑石斑れい岩と同定された。客坊山遺跡にもっとも

近接した斑れい岩産地として生駒山地がある。生駒山地の斑れい岩体は生駒山山頂をはじめ

山体の大部分を構成し、近畿日本鉄道奈良線額田駅束方まで露出している。生駒山地の斑れ

い岩体は次の 5つの主要岩相に区分されている。 1.細粒輝石―角閃石ガブロノーライト、2.か

んらん石―輝石―角閃石ガプロノーライト、3.角 閃石斑れい岩、4.斜長石斑状角閃石斑れい岩、

5。優白質角閃石 JナFれい岩。このうち、角閃石斑れい岩がもっとも多 く露出し、他の岩相の斑れ

い岩は角閃石〕夕丁れい岩と漸移関係あるいは貫入関係にあるとされている (生駒山地領家帯和升

究グループ、 1986)。

径兄察試料は_L記の3.角 閃石斑れい岩に属する岩石と判定され、同一岩体から産したものであ

る。

今回鑑定を行った 9試料のうち、試料 7は外観的に他の角閃石斑れい岩と細粒優黒色の外

観を呈する点で異なるが、検鏡の結果、細粒岩は角閃石斑れい岩の捕獲岩と同質であると判

定される。また試料 4・ 6に は角閃石斑れい岩中に優黒色 Jドl獲岩 (ゼ ノリス)を有している。

試料 7を含め、これらの優黒色岩はいずれもホス トとなる角閃石斑れい岩と比較して粒度が

細かく、角閃石と不透明鉱物の含有比が高いという特徴が共通する。従って、試料 4と 試料

7が接合関係にあるとしても岩石学的には矛盾しない。

また、試料 3と 試料 8は輝石類を含むが、角閃石斑れい岩の一つの岩相変化とみなされる

程度の含有量であり、異種の岩石とは考えられない。

観察試料となった多 くの角閃石斑れい岩中には微量の黒雲母の存在が認められるが、これ

らは斑れい岩が固結した後に花南岩などの貫入を受けた際の熱変成作用で、角閃石から二次

的に生成されたものと考えられる。

参考文献

生駒山地領家帯研究グループ、 1986、 生駒山はんれい岩体について、地球科学

40、 102-114.
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Ⅵ  まとめ
客坊山遺跡では、これまでの発掘調査により鎌倉時代から室町時代の寺院・城に先立ち、

弥生時代中期の集落、古墳時代後期の古墳、平安時代の火葬施設・蔵骨器などが確認されて

おり、それぞれの時代において土地利用が進展している。本調査では、弥生時代から平安時

代の遺構は検出できなかった。

調査区内では、鎌倉時代から室町時代の石垣・建物・土媛・墓などを検出している。層位

やそれぞれの遣構の埋土に含まれる遺物から遺構の埋没時期をまとめておく。

本調査地点の西側で実施している第2次調査では、寿永2年 (1183)な いし寛元元年(1243)に

丸瓦5000枚 ・平瓦5000枚 ・軒丸瓦220枚・軒平瓦220枚を一括して和泉国大鳥郡の瓦工人の藤

原貞行に発注 したことを記した文字瓦が出土している。本調査で確認している礎石建物(建

物3)の周囲の瓦而から出土している瓦類や土器類は前述したように13世紀後半と推定できる。

このことから、文字瓦の記載内容と礎石建物(建物3)の建築時期は、ほぼ一致している。記

載内容と本建物の使用瓦が同一のものと断定はできないが、この時期に客坊廃寺の瓦葺き建

物をはじめとする諸施設の建立が進展したものと推定できる。客坊山遺跡は、平安時代末か

ら活躍する水走氏の居館と推定されている地点に近接している。

水走氏の鎌倉時代の職掌のなかには、平同社務・平岡若宮および高良宮の榊主職、諸寺俗

別当職などがある。したがって、客坊廃寺の成立・展開には、水走氏の動向と関連するもの

と推測できる。

B地区

A地区

地  区

建物4
建物3

石垣7

石垣4
石垣2

土墳13

土墳4
土墳3

土壌 1

墓 1

建物2

建物 1

石垣 8

石垣 6

石垣5

石垣3

誤 12世紀 13世紀 14世紀 15世紀

表34 遺構の変遷
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